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２０１１年 

４月 ・イコーラム（東大阪市立男女共同参画センター）指定管理業務開始 

・ドーンセンター指定管理業務（２期目）開始   

指定管理者：ドーン運営共同体（財団が代表） 

・大阪府男女共同参画推進事業（２年目）開始  

  ドーンセンター情報ライブラリー、電話・面接相談事業の運営 

・大阪府不妊専門相談センター事業（３年目）開始 

・「はなみずきキャリア塾Ⅲ」開催（～３月） 

５月 ・「母子家庭のお母さんなどを対象とした職業訓練」開催（～１０月） 

・「はなみずきキャリア塾：メンタルヘルス編」開催（～３月） 

・「男女共同参画施策に関わる職員のための研修プログラム＜基礎編＞」開催（～６月） 

・「ドーン＆イコーラム・シネマクラブ」開催（５・７・１０・１２・２月） 

７月 ・「『Ｗｏｍｅｎ Ｐｉｏｎｅｅｒｓ－女性先駆者たち』完成披露試写会」開催 

８月 ・学校教員のための研修プログラム「学校現場とデートＤＶ」開催 

   ・「夏期インターンシップ・プログラム」実施（～９月） 

・「海外スタディツアー：韓国編」実施 

・三重県伊賀市「女性リーダー養成講座」開催（～２月） 

９月 ・「被災地から関西に避難されてきた女性のためのサポート・グループ」開催（～３月） 

１０月 ・第６４回理事会にて、一般財団法人への移行について議決 

    ・「女性のための相談事業に関わる担当者のための研修プログラム」開催 

・男性向け啓発講座「心が折れない男の生き方」開催 

・大阪女学院大学・短期大学「人権教育講座」開催 

１１月 ・「男女共同参画施策に関わる職員のための研修プログラム＜応用編＞」開催 

１２月 ・「２０１１フェミニストカウンセリング専門講座」開催（～３月） 

・内閣府「東日本大震災被災地における女性の悩み・暴力（集中）相談事業」落札 

２０１２年 

１月 ・「はなみずきキャリア塾：リラクゼーション・ボディワーク編」開催（～３月） 

   ・「表現ワークショップ」開催（～２月） 

   ・「スーパービジョン講座」開催（～２月） 

・「東日本大震災被災地における女性の悩み・暴力（集中）相談事業」開始（～３月） 

２月 ・「山沢栄子ポスター展」開催（～３月） 

   ・企業向け啓発講座「企業の持続的成長のための処方箋」開催（～３月） 

３月 ・第１７回女性芸術劇場「光をあつめて」公演 

   ・女子学生向け啓発講座「働くことは生きること」開催 

・平成２４年度「東日本大震災被災地における女性の悩み・暴力相談事業」落札 

    ・「賛助会員の集い」開催 

４月 ・一般財団法人に移行 
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事業ピックアップ① 

「ドーンセンター情報ライブラリー」 

～公共図書館との差別化をはかり一層の専門図書館化～ 

 

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊ 

 

 

 

 

平成２０年８月以降進められてきたドーンセンタ

ー情報ライブラリーの「公共図書館との差別化」の

方針を踏まえ、平成２２年度から２４年度のライブ

ラリー運営にあたっては、「男女共同参画関連分野の

専門図書館」機能の強化をはかっています。重点的

な取り組みとして、以下の３つを意識しています。 

＜重点的な取り組み＞ 

 

 

 

 

 

 

【最適な情報の収集と整理、データベース化】 

限られた予算の中で最適な資料を選択し、提供に

あたっては的確かつスピーディに取捨選択できるよ

う収集・整理・データベース化することで、必要な

情報へのアクセスをサポートしています。また、「研

修・講座企画」、「授業の教材づくり」、「論文執筆」

などにも役立つ情報を提供していくために、商業ル

ートでは流通していない資料も含めて、幅広く収集

しています。 

 購入予算のない各種団体のミニコミ紙は、財団ニ

ュースレター『ＤＡＷＮ通信』との交換で寄贈いた 

だいています。また、情報へのアクセスをサポート

してきた実績が、「ドーンセンターに所蔵されれば広 

く活用される」との信頼につながってきていると考

えられ、最近では、「このたび報告書を作成したので 

ドーンセンターに送りたい」といったお問い合わせ

もいただくようになっています。 

 

インターネット上で公開された情報は、ドーンセ

ンターＨＰの「女性情報ステーション」に掲載し、

キーワード検索をすることができるよう整備してい

ます。新たに追加した情報を登録者に配信する「情

報メールサービス」（月１回）も行っています。 

 

 

 

 

 

 

【指導的立場の方々への専門的な情報相談】 

 行政・学校関係者などを対象に、情報相談を通じ

た「ビジネス支援」に力を入れ、具体的な課題解決

をサポートしています。こうした取り組みは、国立

国会図書館でもお勧めレファレンス事例として取り

上げられています。 

 行政・学校関係者など地域で影響力のある指導的

立場にある方々への情報提供サービスをきめ細かく

行うことで、男女共同参画社会づくりへの波及効果

が期待できると考えています。 

 

＜情報相談件数：利用者別＞ 

  

Ｈ２３年度 Ｈ２２年度 

件数 ％ 件数 ％ 

一般利用者 324 45.1  261 35.1  

女性関連施設・ 

施策担当者 109 15.2  129 17.4  

その他行政 90 12.5  112 15.1  

学校関係者・研究者 109 15.2  124 16.7  

学生 54 7.5  66 8.9  

企業 14 1.9  27 3.6  

報道関係者 6 0.8  12 1.6  

外国人 13 1.8  12 1.6  

合 計 719 100.0  743 100.0  

①最適な情報の収集と整理、データベース化 

②指導的立場の方々への専門的な情報相談 

③ライブラリー機能を活用したプログラムの実施 

「公共図書館との差別化」の取り組み 

ドーンセンター

ＨＰの「女性情報

ステーション」 
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行政・学校関係者の情報相談内容としては、「人材

及び学習情報の提供」、「特定テーマの資料案内及び

情報」、「ライブラリーの活動や運営に関する情報」

が多くなっています。「人材及び学習情報の提供」の

具体的な内容は、講師紹介・人材情報、講座の組み

方等へのアドバイス、教材・学習情報などで、「特定

テーマの資料案内及び情報内容」の詳細は、該当す

る資料の紹介、資料リストの作成、文献等の代行検

索などです。「ライブラリーの活動や運営に関する情

報」については、資料の収集方針や方法、資料の整

理方法、情報システムやライブラリー活動に関する

ことなどとなっています。 

 

＜行政・学校関係者の情報相談内容（平成２３年度）＞ 

  

女性施策担当者 その他行政担当者 学校関係者・研究者 

件数 ％ 件数 ％ 件数 ％ 

A 利用案内 8 7.3  5 5.6  7 6.4  

B 検索指導 0 0.0  0 0  1 0.9  

C 資料の所蔵・所在調査 22 20.2  6 6.7  16 14.7  

D 特定テーマの資料案内及び情報 14 12.8  17 18.9  32 29.3  

E 人材及び学習情報の提供 40 36.7  49 54.4  27 24.8  

F ｸﾞﾙｰﾌﾟ及び行政の事業に関する情報 3 2.8  2 2.2  5 4.6  

G ﾗｲﾌﾞﾗﾘｰの活動や運営に関する情報 22 20.2  11 12.2  21 19.3  

合 計 109 100.0  90 100.0  109 100.0  

 

【ライブラリー機能を活かしたプログラムの実施】 

 「男女共同参画施策に関わる職員のための研修プ

ログラム」や「学校教員のための研修プログラム」

など行政・学校関係者対象の研修では、ライブラリ

ー資料の活用をプログラムに組み込み、情報相談を

お受けしながら学びをサポートしています。また、

所蔵資料を活用した大学生向け人権学習プログラム

や、読書会などを開催しています。 

 

 

 

 年１回実施している来館者アンケートの結果から、

平成２２、２３年度ともに、「男女共同参画関連分野

の専門図書館」としてライブラリーを利用している

教員・研究職、公務員、団体職員、会社員の情報相

談への満足度が高いことが明らかになっています。

 

                   ＜情報相談満足度：職業別（平成２３年度）＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

会社員

自営業

公務員

団体職員

ＮＰＯ職員

中学・高校生

大学・大学院

教員・研究職

ﾊﾟｰﾄﾀｲﾏｰ･派遣職員

無職

その他

無記入

大変満足 満足 不満 大変不満 利用なし 無記名

来館者アンケートの結果 

「専門図書館としての機能」に評価 

「男女共同参画施策に関わる職員のための 

研修プログラム」で行政資料の活用法を学ぶ 

大阪女学院大学人権

研修でのオリエンテ

ーション（上） 
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事業ピックアップ② 

「女性のための電話・面接相談」 

～電話相談は「こころ」の悩み、面接相談は「性・暴力被害」～ 

 

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊ 

 

 

 

 

 ドーンセンター「女性のための電話・面接相談」

には、市町村窓口をはじめ、医療、福祉、学校、司

法・警察など関係機関からの紹介による相談が増加

傾向にあり（平成２３年度の面接相談では２９．

５％）、女性相談の専門機関として地域の信頼に応え

ていく必要があります。そのため、相談システムを

構築することで、個別の相談をバックアップし、相

談の質と専門性を確保しています。 

 

【相談窓口】 相談希望者に対して最初に聞き取り

を行うインテーク業務や面接相談の予約、必要に応

じて適切な機関の紹介・情報提供などを行います。

関係機関からの問い合わせ対応及び各種相談窓口情

報を収集・整備も行っています。 

【相談事業運営会議】 定期的に開催し情報共有を

行うとともに、運営の課題を検討しています。 

【ケースカンファレンス】 複数の相談員で援助方

針を検討しています。 

【スーパービジョン】 相談の専門性を高めるため

に臨床現場に即したスキルアップを図っています。 

＜相談システム体制＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 平成２２年度の総相談件数は、電話 2,257件、面

接 1,348 件（合計 3,605件）であり、平成２３年度

の総相談件数は、電話 2,105 件、面接 1,391件（合

計 3,496 件）でした。 

 

 

＜総相談件数：相談形態別＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

相談システムを構築し、質と専門性を保証 

平成２２、２３年度の総相談件数 

0
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3000

電話 面接

2,257
1,348
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1,391
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電話相談 

問題の整理と 

解決のためのサポート 
 

面接相談 
問題の整理と解決のためのサポート 

 

相談窓口 
問い合わせ対応 

インテーク業務 
 

予約 

 
相談事業運営会議 

 
ケースカンファレンス 

 

【研修】 

新任相談員研修 

 
スーパービジョン 
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【電話相談】 平成２２年度は、「こころ」（20.7％）、

「生き方」（11.5％）、「人間関係」（10.1％）、「パー

トナー関係」及び「親子・家庭」（8.7％）、「性・暴

力被害」（7.5％）の順に多く、平成２３年度も、「こ

ころ」（23.5％）、「生き方」（12.1％）、「人間関係」

（11.1％）、「親子・家庭」（9.0％）、「パートナー関

係」（8.4％）、「性・暴力被害」（7.6％）となってい

ます。なお、「その他」が 22.3％（Ｈ22）、19.2％（Ｈ

23）であり、主に無言電話が集計されています。 

【面接相談】 平成２２年度は、「性・暴力被害」

（32.2％）、「生き方」（18.3％）、「親子・家庭」（15.0％）、

「パートナー関係」（13.6％）、「こころ」（10.1％）、

「人間関係」（7.2％）の順に多く、平成２３年度は、

「性・暴力被害」（29.5％）、「生き方」（23.4％）、「パ

ートナー関係」（14.7％）、「親子・家庭」（13.0％）、

「こころ」（9.6％）、「人間関係」（7.3％）となって

おり、「パートナー関係」と「親子・家庭の悩み」が

入れ替わったことを除けば、同様の傾向を示してい

ます。

＜電話相談：主訴別件数＞ ｎ＝2,257（H22） ｎ＝2,105（H23） 

 

＜面接相談：主訴別件数＞ ｎ＝1,348（H22） ｎ＝1,391（H23） 

 

 

 

 

 

電話相談は「こころ」の悩みが多く 

面接相談は「性・暴力被害」が多い 

：主訴別件数 



6 
 

0
100
200
300
400
500
600
700

H22 H23

020040060080010001200

H22 H23

0
100
200
300
400
500

H22 H23

 

 

 

 

【電話相談】 平成２２年度は、「５０代」（25.0％）、

「４０代」（21.5％）、「３０代」（14.5％）の順に多

く、平成２３年度は、「５０代」（26.4％）、「４０代」

（23.6％）、「３０代」（16.8％）と同様の傾向を示し

ています。なお、相談の中で把握できた場合のみの

記録であるため、「不明」の割合が高くなっています。 

【面接相談】 平成２２年度は、「３０代」（36.1％）、

「４０代」（31.1％）、「５０代」（12.4％）の順に多

く、平成２３年度は、「３０代」（35.9％）、「４０代」

（31.7％）、「５０代」（13.9％）と同様の傾向を示し

ています。 

 

 

 

＜電話相談：年齢別件数＞ 

ｎ＝2,257（H22） ｎ＝2,105（H23） 

＜面接相談：年齢別件数＞ 

ｎ＝1,348（H22） ｎ＝1,391（H23） 

 

 

 

 

【電話相談】 平成２２年度は、「不明」（51.1％）、

「東部大阪」（14.4％）、「他府県（近畿１府４県）」

（9.7％）の順に多く、平成２３年度は、「不明」

（46.6％）、「北大阪」（14.7％）、「他府県（近畿１府

４県）」（12.5％）となっています。相談の中で把握

できた場合のみの記録であるため、半数近くが「不

明」となっています。 

【面接相談】 平成２２年度は、「大阪市内」（33.9％）、

「東部大阪」（23.5％）、「北大阪」（18.3％）の順に

多く、平成２３年度は、「大阪市内」（36.7％）、「東

部大阪」（24.9％）、「北大阪」（16.2％）と同様の傾

向を示しています。来所が必要な面接相談では、近

隣からの相談者が多くなるものと考えられます。 

 

＜電話相談：地域別件数＞ 

ｎ＝2,257（H22） ｎ＝2,105（H23） 

＜面接相談：地域別件数＞ 

ｎ＝1,348（H22） ｎ＝1,391（H23） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

電話相談は「５０代」が多く 

面接相談は「３０代」が多い 

：年代別件数 

電話相談は「居住地不明」が多く 

面接相談は「大阪市内」が多い 

：地域別件数 
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【電話相談】 平成２２年度は、「無職」（53.6％）、

「パート」（7.8％）、「フルタイム」（7.4％）であり、

平成２３年度は、「無職」（52.4％）、「フルタイム」

（11.2％）、「パート」（9.3％）と、「無職」が半数以

上を占めています。なお、相談の中で把握できた場

合のみの記録であるため、「不明」の割合が高くなっ

ています。 

【面接相談】 平成２２年度は、「無職」（42.0％）、

「フルタイム」（27.8％）、「パート」（22.0％）の順

に多く、平成２３年度も、「無職」（40.3％）、「フル

タイム」（29.8％）、「パート」（19.6％）と同様の傾

向を示し、「無職」が４割以上となっています。 

 

＜電話相談：職業別件数＞ 

ｎ＝2,257（H22） ｎ＝2,105（H23） 

＜面接相談：職業別件数＞ 

ｎ＝1,348（H22） ｎ＝1,391（H23） 

 

 

 

 

 

【電話相談】 対応別件数について、平成２２年度

は、「傾聴」（72.0％）、「情報提供」（3.6％）、「他機

関紹介」（3.3％）であり、平成２３年度は、「傾聴」

（75.9％）、「他機関紹介」（3.3％）、「情報提供」（2.6％）

で、「傾聴」が７割以上を占めています。 

【面接相談】 結果別件数について、平成２２年度

は、「継続」（86.9％）、「終結」（12.0％）、「他機関紹

介」（0.4％）であり、平成２３年度は、「継続」（87.7％）、

「終結」（11.9％）、「他機関紹介」（0.3％）と同様の

傾向を示し、「継続」となるケースが８割以上を占め

ています。 

 

 

＜電話相談：対応別件数＞ 

ｎ＝2,257（H22） ｎ＝2,105（H23） 

＜面接相談：結果別件数＞ 

ｎ＝1,348（H22） ｎ＝1,391（H23） 

 

電話・面接相談ともに「無職」が多い 

：職業別件数 

 

電話相談は「傾聴」による悩みの整理 

面接相談は「継続」的なカウンセリング 

：相談の対応・結果別件数 
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【電話相談】 平成２２年度は、「なし」（75.2％）、

「心理面接」（4.4％）、「ＤＶ支援センター」（1.7％）

であり、平成２３年度は、「なし」（75.5％）、「心理

面接」（3.8％）、「ＤＶ支援センター」（1.5％）と同

様の傾向を示しています。 

【面接相談】 平成２２年度は、「なし」（92.7％）、

「法律相談」（3.6％）、「医療関係」（1.0％）であり、

平成２２年度は、「なし」（94.8％）、「法律相談」

（2.5％）、「医療関係」（1.1％）と同様の傾向を示し

ています。 

 

＜電話相談：紹介先別＞ 

ｎ＝2,257（H22） ｎ＝2,105（H23） 

＜面接相談：紹介先別＞ 

ｎ＝1,348（H22） ｎ＝1,391（H23） 

 

  

 

 

「他機関からの紹介」による相談のうち、紹介元

の内訳を示しています。 

【電話相談】 平成２２年度の「他機関からの紹介」

は 490件（全体の 23.5％）であり、その内訳は、「市

町村窓口・女性相談施設」（24.9％）、「医療機関」

（23.3％）、「保健所・保健センター」（4.7％）、「司

法・警察」（3.5％）となっています。平成２３年度

の「他機関からの紹介」は 262 件（全体の 11.6％）

であり、その内訳は、「医療機関」（38.5％）、「市町

村窓口・女性相談施設」（25.6％）、「保健所・保健セ

ンター」（5.7％）、「ＤＶ支援センター（府内）」（1.9％）

となっています。なお、平成２２年度の「その他」

が多いのは、他機関からの紹介による相談以外のも

のが一部が集計されたことによるもので、平成２３

年度以降、統計の取り方の統一に努めています。 

【面接相談】 平成２２年度の「他機関からの紹介」

は 259件（全体の 18.6％）であり、その内訳は、「市

町村窓口・女性相談施設」（40.2％）、「医療機関」

（27.8％）、「保健所・保健センター」（6.9％）、「Ｄ

Ｖ支援センター（府外）」（5.4％）となっています。

平成２３年度の「他機関からの紹介」は 387件（全

体の 29.5％）であり、その内訳は、「市町村窓口・

女性相談施設」（32.7％）、「医療機関」（28.0％）、「司

法・警察」（7.3％）、「保健所・保健センター」（5.8％）

となっています。

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

相談の多くを、ここで解決にみちびく 

：紹介先別件数 

 

市町村窓口、医療機関からの紹介が多い 

：紹介元別件数 
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＜電話相談：紹介元別件数＞ ｎ＝490（H22） ｎ＝262（H23） 

 

＜面接相談：紹介元別件数＞ ｎ＝259（H22） ｎ＝387（H23） 
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 相談の内容が、ジェンダー問題に起因すると相談

員が認めたもの（複数選択あり）について集計をし

ています。 

【電話相談】 平成２２年度の「ジェンダー問題に

起因すると認められる相談件数」は 1,591 件であり、

その内訳は、「役割逸脱不安」（31.2％）、「母娘関係」

（16.7％）、「夫婦間暴力（ＤＶ）」（16.1％）、「依存

症」（11.3％）、「共依存」（5.8％）、「いじめ・パワハ

ラ」（5.7％）、「幼児期虐待（性虐待以外）」（4.0％）、

「家庭内暴力（夫婦間以外）」（3.0％）、「性被害（セ

クハラ以外）」（1.7％）、「デートＤＶ」（1.0％）、「拒・

過食」「性虐待（幼児・年少期）」及び「虐待的傾向」

（0.8％）、「セクシュアルハラスメント」（0.6％）、

「セクシュアリティ」（0.3％）となっています。 

平成２３年度の「ジェンダー問題に起因すると認

められる相談件数」は 1,910 件であり、その内訳は、

「役割逸脱不安」（26.6％）、「母娘関係」（21.3％）、

「夫婦間暴力（ＤＶ）」（15.4％）、「依存症」（12.6％）、

「幼児期虐待（性虐待以外）」及び「いじめ・パワハ

ラ」（5.0％）、「共依存」（4.3％）、「家庭内暴力（夫

婦間以外）」（3.7％）、「性被害（セクハラ以外）」

（1.7％）、「デートＤＶ」（1.6％）、「性虐待（幼児・

年少期）」（0.9％）、「セクシュアルハラスメント」

（0.8％）、「拒・過食」及び「虐待的傾向」（0.5％）、

「セクシュアリティ」（0.1％）となっています。 

【面接相談】 平成２２年度の「ジェンダー問題に

起因すると認められる相談件数」は 1,461 件であり、

その内訳は、「夫婦間暴力（ＤＶ）」（23.3％）、「母娘

関係」（18.9％）、「幼児期虐待（性虐待以外）」（12.4％）、

「共依存」（11.5％）、「いじめ・パワハラ」（6.5％）、

「役割逸脱不安」（5.1％）、「性虐待（幼児・年少期）」

（4.8％）、「性被害（セクハラ以外）」（3.4％）、「依

存症」（3.1％）、「家庭内暴力（夫婦間以外）」（3.0％）、

「拒・過食」（2.7％）、「デートＤＶ」（2.1％）、「セ

クシュアルハラスメント」（1.7％）、「虐待的傾向」

（1.0％）、「性同一性障がい」（0.3％）、「セクシュア

リティ」（0.2％）となっています。 

平成２３年度の「ジェンダー問題に起因すると認

められる相談件数」は 1,435 件であり、その内訳は、

「夫婦間暴力（ＤＶ）」（23.8％）、「母娘関係」（17.9％）、

「幼児期虐待（性虐待以外）」（15.4％）、「共依存」

（11.0％）、「いじめ・パワハラ」（7.3％）、「役割逸

脱不安」（6.1％）、「性虐待（幼児・年少期）」（4.1％）、

「性被害（セクハラ以外）」（3.8％）、「依存症」（2.6％）、

「家庭内暴力（夫婦間以外）」（2.2％）、「デートＤＶ」

（1.8％）、「拒・過食」（1.4％）、「セクシュアルハラ

スメント」及び「虐待的傾向」（0.6％）、「セクシュ

アリティ」（0.1％）となっています。

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

相談現場からみえるジェンダー問題 

：ジェンダー問題別件数 

 



11 
 

0
100
200
300
400
500
600

H22 H23

0
50

100
150
200
250
300
350

H22 H23

＜電話相談：ジェンダー問題別件数（複数選択あり）＞ ｎ＝1,591（H22） ｎ＝1,910（H23）

 

＜面接相談：ジェンダー問題別件数（複数選択あり）＞ ｎ＝1,461（H22） ｎ＝1,435（H23） 
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事業ピックアップ③ 

「啓発講座事業」 

～重点テーマと重点対象設定による事業展開～ 

 

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊ 

 

 

 

 

 近年の社会動向を踏まえ、「女性の経済的・社会

的エンパワメント」「次世代の育成」「ワークライフ

バランスの推進」の３つを重点テーマに企画してい

ます。地域や組織、次世代に対して影響力をもつ行

政・学校・企業関係者などを対象に研修を行うこと

で、波及効果を狙っています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

「男女共同参画施策に関わる職員のための研修プ

ログラム」では、世界や国の動向を視野に入れなが

ら、地域課題に即した事業を展開する方法を学び、

「女性のための相談事業に関わる担当者のための研

修プログラム」では、女性のエンパワメントのため

の相談対応の基本をお伝えしています。「学校教員の

ための研修プログラム」では、次世代への影響力の

ある小・中・高校教員を対象に、学生がキャリア形

成する力を身につけることを目的とした教材づくり

（Ｈ２２）や、デートＤＶ予防啓発研修（Ｈ２３）

を開催しました。「企業向けセミナー」では、女性を

活かすコーチングスキルを学ぶセミナー（Ｈ２２）

や、女性登用を推進するための理論や実践例を紹介

するセミナー（Ｈ２３）を開催し、企業で働く女性 

 

のエンパワメントとワークライフバランスの推進を

めざしています。 

 

 

 

平成２２年１２月に策定された国の「第３次男女

共同参画基本計画」では、男女共同参画の裾野をひ

ろげるために、男性や子ども・若者世代に積極的に

アプローチすることが強調されています。「次世代向

け講座」では、身近なロールモデルの体験談を聞き、

生き方の選択肢を広げる機会を提供しています。「男

性向け講座」では男性のメンタルヘルスとワークラ

イフバランスについて考える講座を実施しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

これまでの「知識習得・意識啓発型」から、「課題

解決型」の実践的活動へと、施策が転換しつつあり

ます。啓発講座事業でも、講義型だけでなくワーク

ショップを積極的に取り入れ、アイデア出しや企画

の疑似体験、ディスカッションなど参加型の運営を

行っています。 

 

 

 

 

 

 

 

•男女共同参画施策に関わる職員のための研修プログ
ラム：基礎編、応用編

男女共同参画施策に関わる職員

•女性のための相談事業に関わる担当者のための研修
プログラム

女性相談に関わる担当者・相談員

•学校教員のための研修プログラム

学校教員

•企業向けセミナー

企業の人事労務担当者

•「自分らしい生き方・働き方を考える」（2010）

•「働くことは生きること」（2011）

若い世代

•「心の折れない男の生き方」（2011）

男性

重点テーマに即したプログラムを 

指導的立場の方を対象に提供 

 

ワークショップによる 

「課題解決型」プログラムを重視 

 

重点対象の設定 

ワークショップの様子 

学校教員研修（上） 

施策担当者研修（左） 
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女性の経済
的・社会的
エンパワメ

ント

次世代の育成

ワークライ
フバランス

の推進

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・すぐに実践に活かせる内容がよかったです 

・全体的なお話から講座企画まで、センター業務に関わる全般が理解できました 

・情報・相談・講座の企画がどう関連しているのか理解できました。当センターは改善すべき所が

たくさんあることに気づきました 

・講義とワークショップのバランスが良く、様々な方と意見交換ができました 

・４月から勤務し始めたばかりですが、積極的に踏み出す第一歩になりました 

 

男女共同参画

施策に関わる

職員のための

研修プログラム 

＜基礎編＞ 

● 「女性のキャリアとは」（Ｈ２２） 

・キャリア形成の分析の仕方が良く分かった 

・分析シートを使ったワークは、とてもわかりやすかったです 

・他のセンターで働く方の意見を聞けて良かったです 

● 「地域課題を読み解く」（Ｈ２３） 

・統計資料をどのように読み解くか、大変参考になりました 

・今まで統計資料を活用してこなかったが今後は積極的に活用し、 

根拠のある講座を企画したい 

●「社員を活かすコーチング」（Ｈ２２） 

・行き詰まっていたので、気持ちが楽になりました 

・普段お会いしない方々の多様な意見が聞けました 

●「企業の持続的成長のための処方箋」（Ｈ２３） 

・中小企業における女性の活用についてのポイントが 

明確に示されていました 

・カラーの違う２社の施策をお聞きし、興味深かった 

・男女に関わらず能力をきちんと評価しておられる企

業の例はとても参考になりました 

・自分を考え直す良い機会でした 

・自分に正直に生きようと思いました 

・最近心が折れそうな体験をしたた

め、大変参考になった 

・男女共同参画事業には男性向けにも

色々な企画があると知りました。上

手に活用できればと思っています 

 

●「自分らしい生き方・働き方を考える」（Ｈ２２） 

・今後の自分の生き方、考え方を意識する良いきっかけになりました (２０代・無職) 

・とても素敵なゲストに、幅広いお話を伺うことができた(２０代・無職) 

・誰もが、色々な大変さを抱えて、一生懸命生きているんだと思った (２０代・学生) 

●「働くことは生きること」（Ｈ２３） 

・働く人の生の声が聞けて参考になりました（大学２回生） 

・これから働く際の視野が広がりました（大学４回生） 

・それぞれが「やりがい」を感じながら仕事されている姿にモチベーションが上がりました（無記入） 

 

次世代向け 

講座 

 

企業向け 

セミナー 
●「『新１３歳のハローワーク』を活用した教案づくり」（Ｈ２２） 

・全員が積極的に参加して情報交換を行うことができました 

・いろんな校種の先生の日常や実践が聞けてよかったです 

・自己肯定や受容などがついついおろそかになりがちであることは

新しい発見でした 

・学校へ帰って、これをつなげていこうと思いました 

●「学校現場とデートＤＶ」（Ｈ２３） 

・デートＤＶについてよく理解できました 

・現場でよく見かける事例でイメージが 

わきやすかった 

・グループワークを通じて実際の授業を 

リアルに想像できた 

・グループワークを学校でも実施したいと思いました 

 

学校教員のた

めの研修プロ

グラム 

 

男性向け講座 

「心が折れない

男の生き方」 

 

・「女性のための相談」がなぜ必要な

のか、心にストンと落ち理解でき

ました 

・相談者の背景にある“社会”につ

いて気付きました。相談の視点と

してとても大事なことだと思いま

した 

・暴力被害者への理解、心理的なサ

ポートの必要性を理解できました 

・グループワークがとても良かった。

引き出しが増えました 

・さらに勉強する必要を感じました 

男女共同参画

施策に関わる

職員のための

研修プログラム 

＜応用編＞ 
女性のための

相談事業に関

わる担当者の

ための研修プロ

グラム 

参加者の声をご紹介します！ 
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事業ピックアップ④ 

「情報」「相談」「啓発」事業の連携 

～事業連携の取り組み事例をご紹介します～ 

 

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊ 

 

 

 

 

ドーンセンターで実施している大阪府男女共同参

画推進事業の３本柱「情報」「相談」「啓発」を、相

互に連携させることで、効果的な事業展開をめざし

ています。あわせて、事業の運営にあたっては、以

下の点を意識しながら行っています。 

 

＜事業運営にあたっての重点ポイント＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【国の施策に沿った取り組み】 

第３次男女共同参画基本計画で掲げられた「女性

に対するあらゆる暴力の根絶」及び「男性にとって

の男女共同参画」に即した事例をご紹介します。 

 平成２２年度、内閣府「デートＤＶ予防啓発指導

者研修」を共催するとともに、内閣府「配偶者暴力

等被害者支援緊急対策事業（パープルダイヤル：性

暴力・ＤＶ電話相談）」を受託しました。平成２３年

度は、内閣府「東日本大震災被災地における女性の

悩み・暴力（集中）相談事業」を受託し、平成２４

年度も引き続き「東日本大震災被災地における女性

の悩み・暴力相談事業」の事務局を務めています。 

  

国の積極的な暴力対策を受け、平成２３年度「学校

教員のための研修プログラム」ではデートＤＶをテ

ーマに取り上げました。平成２４年度は、より大阪

府の実情に合わせた企画に改良していきます。 

男性に向けた取組としては、平成２３年度「メン

タルヘルス」「ワークライフバランス」の２つを切り

口に、啓発講座「心の折れない男の生き方」を企画、

定員を超える方々にご参加いただき（定員充足率

122％）ました。平成２４年度は、「男性相談に関わ

る担当者のための研修プログラム」を開催し、男性

問題への取り組みを地域に広めていく予定です。 

 

【市町村のニーズ把握】 

平成２３年度は、東大阪市立男女共同参画センタ

ー（イコーラム）の指定管理業務、三重県伊賀市「女

性リーダー講座」の受託を通して、市町村のニーズ

を直に把握できた年でした。 

 市町村センターの特色として、広報ツールが地域

密着で、情報を確実に届けることができるという強

みがあります。一方、人材やネットワークが地域中

心のため、新たなテーマでの事業展開に踏み出しに

くいことがうかがえました。また、地域の人材養成

を成功させる鍵は、いかに参加者をつなぎ、エンパ

ワーできるかにかかっているといっても過言ではあ

りません。講座の回を重ねるごとに学んで、気づい

て、アクションにつながるようなサイクルを担当ス

タッフがファシリテートする連続講座運営を、市町

村の人材養成プログラムにも反映することができま

した。今後は、「男女共同参画施策に関わる職員のた

めの研修プログラム」において、こうした担当スタ

ッフの役割に担当者自身が気づくことができるよう

なプログラムを提供し、男女共同参画の裾野を広げ

ていきたいと考えています。 

 

 

各事業で把握した課題・ニーズを相互に反映、

循環させる事業展開 

 

①男女共同参画をめぐる社会動向の把握 

②多様な自主事業をリンクさせた総合的事業展開 

③ドーンセンター施設機能を活かした事業展開 

④事業の成果を評価・検証 

男女共同参画をめぐる社会動向の把握 

～国の施策、市町村のニーズ～ 
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【情報】×【啓発】×【各種自主事業】 

行政・学校関係者向け研修プログラムでは、ライ

ブラリーの資料活用をプログラムに組み込むことで、

情報相談によるビジネス支援機能をＰＲし、ライブ

ラリーの利用を促しています。また、各種講座の開

催に合わせて、関連資料を集めた企画展示コーナー

を設置し、資料をリスト化して参加者に配布するこ

とで、講座受講と情報活用による学習効果のアップ

をめざしています。その他、情報相談事例を分析す

ることでニーズを把握し、企画に反映させています。 

 

【キャリア塾】×【情報】 

 働く女性のワークとライフの充実をめざす「はな

みずきキャリア塾」の参加者を対象に、ライブラリ

ーツアーを実施しています。働く女性にとっても活

用できる資料があることをＰＲし、情報との出会い

を生み出しています。 

 

【Ｗｏｍｅｎ Ｐｉｏｎｅｅｒｓ】×【情報】 

 平成２３年７月に完成したＤＶＤ＆ブックレット

『Ｗｏｍｅｎ Ｐｉｏｎｅｅｒｓ』の読書会を、ラ

イブラリーの書庫で開催しました。パイオニアに関

連する資料の現物を展示し、資料リストを配布する

ことで読書会の雰囲気が盛り上がるとともに、蔵書

資料の有効活用にもつながりました。 

 

【啓発】→【スーパービジョン講座】 

 相談の現場ではさまざまな課題に直面し、相談員

自身にも迷いや悩みが生じます。そのため、臨床に

基づいた研修の機会は、よりよい相談を行うために

も、援助者が燃え尽きることなく仕事を継続するた

めにも大切です。「女性のための相談に関わる担当者

のための研修プログラム」で基礎を身につけた後の

ステップアップ講座として、相談事業で実施してき

たスーパービジョンのノウハウを活かし、市町村や

関係機関の方々に向けた「スーパービジョン講座」

を提供しています。 

 

 

 

【女性芸術劇場】×【情報】×【ドーンセンター】 

女性写真家の草分け・山沢栄子の生涯を描いた第

１７回女性芸術劇場「光をあつめて」の開催により、

ドーンセンター設立時にホールに常設された山沢栄

子作品の陶板画を改めてクローズアップするととも

に、１階ロビーでは「山沢栄子ポスター展」を開催

しました。また、ライブラリーコレクション「女性

の表現作品集」による企画展を開催しました。 

 

【母子家庭のお母さんなどを対象とした職業訓練】 

×【情報】×【相談】×【啓発】×【ドーンセンター】 

 は、パソコンと仕事準備講座を組み合わせた「母

子家庭のお母さんなどを対象とした職業訓練」は、

就職に向けた実践プログラムです。参加者の中には、

ＤＶ被害経験や親からの被虐待経験を持つ方もおら

れ、講師・スタッフも含めたサポート体制を意識し

ています。ライブラリー機能をはじめ、「相談」「啓

発」のノウハウをフル活用した事業です。また、セ

ンターのスペースの広さと施設機能の豊富を活かし、

目的に応じて会議室を使い分けています。長期にわ

たる講座のため、

会議室を移動し、

気分転換をはかれ

ることが、受講者

が継続して受講し

ていくための利点

ともなっています。 

 

 

 

 

【情報】ライブラリー来館者アンケート及び、情報 

相談分析を実施しています。 

【相談】電話・面接相談統計の分析をしています。 

【啓発】講座ごとにアンケートを実施しています。

連続講座では、コミュニケーション・カードを用い

て、意見や要望を取り入れた運営を行っています。 

多様な自主事業をリンクさせた事業展開 ドーンセンター施設機能を活かした事業展開 

 

事業の成果を評価・検証 

パソコン講座の様子 
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事業ピックアップ⑤ 

「Ｗｏｍｅｎ Ｐｉｏｎｅｅｒｓ－女性先駆者たち」 

～ＤＶＤ＆ブックレット制作の舞台裏～ 

 

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊ 

 

 

 

 

平成２２年の夏、３５年前に製作された女性パ

イオニア１０人へのインタビュー映像を、現代に

蘇らせるプロジェクトが発足しました。事の始ま

りは、日頃からお世話になっている産経新聞社の

石野伸子さんから「３５年前の貴重な映像資料が

眠っている。なんとか活かすことはできないか」

との相談をいただいたことでした。 

この映像を製作した渡辺晴子さん（ＨＫＷ代表、

社団法人日本外国特派員協会監事）は、「この映像

資料を、次の世代に活かしてくれるのなら」と、

オリジナル素材を寄贈してくださいました。 

 

 

 

 

 平成２３年７月に開催した完成披露試写会で、

渡辺さんが、この映像を製作したいきさつを語っ

てくださいました。渡辺さんは、アメリカの大学

院に在籍していましたが、その頃「日本の女性は

素晴らしいのに、アメリカでは知られていない」

と感じたそうです。そこで、放送ジャーナリスト

の縫田曄子さんとともにＹ-Ｈ基金を設立。渡辺さ

んはカメラを担ぎ、日本の各界の女性パイオニア

にインタビューをして回りました。インタビュア

ーを務めた縫田さんは、東京のＮＨＫ女性初の解

説者、自治体初の女性局長でもあり、今から考え

ると、パイオニアがパイオニアにインタビューを

して制作されたものといえます。 

 １９７５年に完成し、当時アメリカで女子教育

に力を入れていた大学を、東海岸から西海岸まで

何十回も上映会を開催して好評を得ましたが、日 

 

本に帰国後は上映のためのつてがなく、お蔵入り

となっていたそうです。 

 最近そのオリジナル資料が見つかり、知り合い

の石野さんに、何気なくお話されたそうです。私

たちが海外女性監督の映像作品の収集・加工・販

売事業を行ってきたことをご存知だった石野さん

は、「財団なら、何とか蘇らせることができるので

はないか」と考え、お話をくださったのでした。 

 

 

 

 

 オリジナルインタビュー資料が私たちのもとに

到着したのが、平成２２年の夏のこと。ちょうど

大学・大学院生７名がインターンシップに来てお

り、一人１～２作品を担当して、映像チェックや、

手書きの台本のデータ化作業をしました。「“婦人”

という言葉に抵抗がある」と率直な感想を述べた

り、「旧字体が読めない」など悪戦苦闘しながら、

このプロジェクトに参画しました。 

 さらに、各パイオニアやその専門分野に近い研

究をしている若手研究者の協力を得て、映像に解

説をつけたり、テロップを入れたり、またブック

レットの年表作成をすることで、現代版として蘇

らせました。 

 

  

 

 

 

 

 

 

３５年前のオリジナルインタビュー資料発掘！ 

アメリカの人たちに 

日本のすばらしい女性を紹介したい 

 

ＤＶＤ＆ブックレット 

『Ｗｏｍｅｎ Ｐｉｏｎｅｅｒｓ』ができるまで 

 

受取時の映像資料（上） 

手書き原稿ファイル（左） 
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全国の女性関連施設、関連機関、大学などで教

材として活用いただけるものを意識して編集しま

した。「ウィメンズアクションネットワーク（ＷＡ

Ｎ）」の協力により、３分間のダイジェスト版映像

を作成、ＷＡＮのウェブサイト上に数カ月間掲載

されました。主に、大学の図書館や研究室にご購

入いただいています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・産経新聞 2011年 6月 23 日 朝刊 

 

 

・朝日新聞 2011年 7月 1日 朝刊 

 

・毎日新聞 2011年 8月 1日 朝刊 

 

 

 

 

  

 

 

このプロジェクトに若手の研究者に関わってい

ただいたのには理由がありました。若手研究者の

皆さんに、ＤＶＤを使った講座やワークショップ

を行っていただくことで、映像資料の有効活用と

同時に、若手研究者に活躍の場を提供することに

もなると考えたのです。高知県のある女性グルー

プが、第３巻『市川房枝と婦人参政権のあゆみ』

の上映会を開催した際には、この巻を担当した、

林葉子さん（同志社大学人文科学研究所嘱託研究

員／池坊短期大学等非常勤講師）が講演を行いま

した。 

また、ドーンセンターにおいても、「ＤＶＤ上映

＆読書会」を開催し、それぞれの制作に関わった

研究者が小講義をしました。こうしたＤＶＤを活

用した企画があちこちで展開され、この貴重な資

料が広く活用されることをめざしていきます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

“教材”として使えるものに 

各紙で紹介記事が掲載されました 

貴重な映像の活用×若手研究者に活躍の場を 

2011年 7月の完成披露試写会 

渡辺さん、石野さんと若手研究者のみなさん 

 

見出し：「わが道切り拓いた先駆者 女性１０人の声よ

みがえる インタビューＤＶＤ復刻 ７月２日、大阪で

完成披露試写会」 

 

見出し：「女性先駆者１０人 業績をＤＶＤ化」 

見出し：「女性先駆者の姿ＤＶＤに 市川房江ら１０人

のインタビュー 大阪の研究者ら３５年ぶり再編集」 

「ＤＶＤ全１０巻 

ダイジェスト版」 

より 
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事業ピックアップ⑥ 

「女性芸術劇場と文化表現」 

～“文化を通じた啓発”から“文化そのものの意義”に着目～ 

 

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊ 

 

 

 

 

平成２３年度で１７回目をむかえた「女性芸術

劇場」は、女性写真家の草分け・山沢栄子を題材

にした「光をあつめて」の公演を行いました。 

大大阪時代を舞台に活躍した日本の女性写真

家・山沢栄子。大正－昭和－平成と、旺盛な探求

心で写真に人生をささげた姿を現代に蘇らせまし

た。 

実力のある脚本・演出家が書き下ろしたオリジ

ナル公演で、「写真と演劇の融合」を試みました。

また、各界のパイオニア４人が日替わりゲストし

て出演し、好評を得ました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ドーンセンターと山沢栄子にはゆかりがありま

す。７階ホールのホワイエには、山沢栄子作品の

陶板画が設置されているのです。センター設立計

画の段階から「女性による文化表現」を重視し、

センターには、女性表現者による作品が４つ設置

されました。その一つが山沢栄子作品です。今回

の公演にあわせて、当時ディレクターとして設置

にかかわった The Third Gallery Ayaの綾智佳さ

んによるギャラリートークも実施しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【山沢栄子ポスター展】  

今回の公演に合わせて、山沢栄子が晩年期に制

作した抽象写真をポスター化した１８作品の展覧

会を、ドーンセンター１階ロビーで開催しました。 

 

 

 

 

 

第１７回女性芸術劇場「光をあつめて」 ドーンセンターと山沢栄子 

 
 

ギャラリートークの様子 

（山沢栄子作品が壁一面にひろがる７階ホールで） 

関連企画でドーンセンター機能をフル活用 

 
 

・演出：深津篤史（桃園会主宰・劇作家・演出家） 

・脚本：高橋 恵（虚空旅団主宰・劇作家・演出家） 

・ゲスト出演： 

玉岡かおる（作家） 

大崎喜子（元オリンピック水泳日本代表、 

国際水泳殿堂入り） 

白井文（元尼崎市長、現グンゼ株式会社取締役） 

 竹中恵美子（経済学者、大阪市立大学名誉教授） 

 

１階ロビーがアート空間に 

公演の様子 
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【情報ライブラリー企画展示】 

 ライブラリーコレクション「女性表現作品集」

から山沢栄子をはじめ女性写真家による作品集を

展示しました。 

 

 

 

 

 

 

 

【写真ワークショップ】 

 山沢栄子が晩年期に制作した抽象写真の手法を

体験しながら、山沢栄子を知る機会となりました。 

 

【はなみずきキャリア塾Ⅲの参加者が鑑賞】 

 ３月のキャリア塾Ⅲ第２部「ライフを楽しむ」

として、「光をあつめて」を鑑賞し、舞台芸術に触

れる機会を提供しました。 

 

 

 

 

・産経新聞    2012年 1月 16日 朝刊 

・大阪日日新聞  2012年 2月 3 日 

・日本経済新聞  2012年 2月 10日 朝刊 

・毎日新聞    2012年 2月 14日 朝刊 

・読売新聞    2012年 2月 23日 朝刊 

・毎日新聞    2012年 2月 28日 朝刊 

・朝日新聞    2012年 3月 14日 夕刊 

・産経新聞    2012年 3月 15日 夕刊 

・産経新聞    2012年 3月 17日 夕刊 

・朝日ファミリー 2012年 3月 23日 

・京都新聞    2012年 3月 23日 朝刊 

・毎日新聞    2012年 3月 23日 夕刊 

・神戸新聞    2012年 3月 23日 朝刊 

・日本経済新聞  2012年 4月 3 日  夕刊 

 

 

 

 

 「女性芸術劇場」は、財団の主要事業の一つで

ある文化表現事業のメインイベントです。男女共

同参画に向けて、「女性の視点による文化表現を通

じた社会変革」をミッションに平成６年度から開

催してきました。 

 啓発に重きをおいた時代を経て、今では、文化

そのものの価値に着目した企画・制作・公演を行

っています。文化表現事業に取り組む中で、多様

な価値を融合させた創造活動のプロセスの中に、

本来的に変革の要素が含まれていることを実感す

るようになったからです。そのプロセスには、鑑

賞者が受け取るということも含まれており、これ

は文化表現以外の事業にも当てはまります。研修

やセミナーなどあらゆる事業において、この相互

のプロセスを重視することが、個人や組織、社会

の変化を生み出すと考えています。 

 文化表現事業に取り組んできたことが、他の事

業展開を開かれたものにしてくれました。これか

らも参加と創造、そして相互作用の場づくりに取

り組んでいきます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・面白い舞台でした。見に来て良かったで

す。（10代・学生） 

・１人の女性の人生から多くのメッセージ

を受けました。純粋に楽しめ、感動できる

作品でした。（２０代） 

・一人の女性の人生を通じて時代の移り変

わりまで描かれている、非常に文化的な公

演で、良い刺激でした（30代／会社員） 

・初めて演劇鑑賞しましたが、大変良かっ

たです。また見に来ます。（３０代） 

・おもしろかったです。大阪発信のお芝居

がもっと見たいです。（３０代） 

・写真をテーマにした劇というのが興味深

かったです。（40代／会社員） 

・あまり芝居は観たことがないのですが、

 

 

 

多数のメディアに掲載されました 

 
 

女性芸術劇場の意義 

 
 

●第１７回女性芸術劇場「光をあつめて」 鑑賞者の声 

・面白い舞台でした。見に来て良かったです（１０代・学生） 

・純粋に楽しめ、感動できる作品でした（２０代・無記入） 

・１人の女性の人生を通じて時代の移り変わりまで描かれている、非常に文化的な公演で、良い刺激でした（３０代・会社員） 

・内容も演者の方々の演技もとても心にひびきました。不思議な感覚になりました（３０代・カメラマン） 

・おもしろかったです。大阪発信のお芝居がもっと見たいです（３０代・無記入） 

・写真をテーマにした劇というのが興味深かったです（４０代・会社員） 

・多くのメッセージがこめられた一つ一つの台詞をもう一度聞きたい。ゲスト出演もおもしろかった（４０代・美術家） 

・美術論・人生論がいっぱい詰まっていてしみじみ感じ入りました。歌唱のうまいのにも驚いた（４０代・会社員） 

・ひとりの自立した個人に着目した時代史として上質の舞台に仕上がっていました。カメラの擬人化という手法も面白かった

と思います（６０代・会社役員） 

女性写真家に

よる作品集を

展示 
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事業ピックアップ⑦ 

「東日本大震災被災者支援」 

～“東北３県での相談事業”と“関西に避難されている方へのサポート”～ 

 

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊ 

 

 

 

 

平成２３年度は、内閣府「東日本大震災被災地

における女性の悩み・暴力（集中）相談事業」を

受託し、２月１１日から３月３１日まで、東北３

県（岩手・宮城・福島）で相談を実施し、財団は

事務局を担いました。この事業は、国、地方公共

団体、現場で相談を担う女性団体や全国の女性関

連施設の相談員の力を結集させた事業でした。 

それぞれが持つ強みと専門を十分に理解しなが

ら個々が持つ想いと力をつなぎ、人と物と資金を

調整することが私たちの仕事です。これまでの相

談事業の運営経験と、多様な機関との協働コーデ

ィネート経験で培ったノウハウを駆使しながら、

これこそが、協働時代の財団の役割であると再確

認することができました。 

 

 

 

  

平成２４年度は、女性の自立を応援するため、

東北の女性起業家の物産展をドーンセンターで開

催しようと準備をすすめています。また、今後は、

相談員養成プログラムなどを提供していくことが

できるのではないかと考えています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

東北３県で被災者のための相談事務局を務める 

 

東北地域に生まれたネットワークを活かして 
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 震災以後、４月に東日本大震災女性ネットワーク

募金への寄附を行い、その後も被災地のために何が

できるか模索する中、現地を視察してこられた財団

アドバイザーの本多利子さんから、「東北から関西に

避難している被災者のためのサポート・グループを

やりましょう」と企画提案をいただきました。現地

に行かなくても支援はできるのだとの思いを強くし、

９月からスタートしました。 

 

 

 

 

今回、参加者のほとんどが小さなお子さんを連れ

て避難をされてきた方でした。グループの開催にあ

たっては、参加者の経済的負担を考慮し、賛助会員

のみなさんからいただいた会費を活用して、交通費、

保育料の全額を財団で負担しました。見知らぬ土地

での生活の中、子どもと離れて自分のことを語れる

場がある意味は大きかったようです。大阪の文化に

なじめず「生活できているのはこのグループがある

から」とおっしゃる方もいました。ファシリテータ

ーには、本多さんをはじめ、ドーンセンターで相談

にあたっている相談員が交代で入りました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

１２月には、ドーンセンターの調理室を活用して、

親子でクリスマス料理を楽しみました。また、冬物

を集めたフリーマーケットを開催し、「これで冬が越

せる」と喜んでいただきました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

関西に避難している方にサポート・グループの案

内を届けたくても、当初はそのルートがつかめませ

んでした。大阪府や県人会、ＮＰＯセンターなどの

支援者に届けたり、社会福祉協議会で被災者のため

のお茶のみ会があることを知り、そこで案内を配布

しました。当初は４名の参加者でしたが、徐々に口

コミで広がり、最終的には１０名になりました。ま

た、開催期間も当初は９月～１２月の予定でしたが、

期間を延長して３月まで開催しました。平成２４年

度も引き続き開催する予定です。 

 

 

 

 

 

  

関西に避難している方のための 

サポート・グループを開催 

 

賛助会費を活用して 

交通費・保育料を無料に 

 

クッキング企画や冬物フリマを開催 

 

●「関西に避難されている女性のためのサポート・グループ」参加者の声 

・毎回こちらで悩みや不安を共有・共感でき、元気を頂いて帰れます。託児で２人の子ども達もみて頂いて、私はゆっくりお

話が出来ますし、子ども達も同じような年頃で、同じ境遇だったりするので、安心して預けられます。子どもも毎回うきう

きして｢こどものへや｣で待っていてくれます。本当に母子避難で大阪に来た私には救いの場所でした。 

・参加の度に悩みや問題が変わってはいるのですが、この集まりで、その都度、問題を解決してこられました。まだ、いつ福

島に家族そろって帰れるか、まるでメドが立ちませんが、それまで継続して続けて頂ければ本当に有難いです。今後は、私

のように子どもをかかえて避難して来られる他のお母さんで困っている方がいたら、私がここで助けて頂いたように、何か

力になれればと思います。 

 

「情報をいかに届けるか」に苦心 

口コミでひろがる 

 

みんなで作ったクリスマス料理 
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§１ 財団の概要 

 

１ 基本理念・目的 

  「男女が対等な立場で、あらゆる分野へ参加・参画することができる社会の創造」を基本理念とし、 

社会的・経済的な男女格差の是正、女性のエンパワメントのための専門的で総合的な支援機能を果た

していくことを財団運営の目的とする。 

 

＜運営方針 －３つのＣ－＞ 

 Ｃｏｎｔｉｎｕｅ  継続のＣ 

  ２０世紀に起きた女性の社会参加・参画への理念と熱意、ジェンダー格差是正のための意識改革、

女性のエンパワメントの意欲などを継承する。 

 Ｃｏｌｌａｂｏｒａｔｅ 協働のＣ 

  ＮＰＯや企業、学校など様々な団体・機関と協働して課題に取り組む。 

 Ｃｈａｎｇｅ   変革のＣ 

  男女共同参画社会づくりを阻む社会慣行や制度を変革する事業を展開する。 

 

２ 設立年月日   平成６（１９９４）年４月１日 

 

３ 基本財産    １億円（大阪府全額出資） 

 

４ 所在地     大阪市中央区大手前１丁目３番４９号 

 

５ 主要事業     

（１）女性に関する情報の収集及び提供に関する事業 

（２）女性の抱える問題に関する相談事業 

（３）男女共同参画社会の実現に資する啓発講座事業 

（４）女性の能力開発・ネットワーク事業 

（５）女性に対する暴力対策等人材養成支援事業 

（６）文化表現事業 

（７）調査研究事業 

（８）国際協力事業 

（９）女性の健康支援事業 

（10）次世代育成事業 

（11）指定管理事業 

 

６ 役 員 

理事長  時岡禎一郎  学校法人大阪女学院監事 

理 事  尼川 洋子  人と情報を結ぶＷＥプロデュース 代表 

上田理恵子  株式会社マザーネット 代表取締役社長 

     金光 哲司  財団法人大阪府男女共同参画推進財団 事務局長 
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      川中 大輔  シチズンシップ共育企画 代表 

      木下みゆき  財団法人大阪府男女共同参画推進財団 統括ディレクター 

高田 昌代  神戸市看護大学 教授 

段林 和江  弁護士 

畑 律江   毎日新聞 学芸部編集委員 

早瀬 昇   社会福祉法人大阪ボランティア協会 常務理事 

監 事  田上 時子  特定非営利活動法人女性と子どものエンパワメント関西 理事長 

      林 紀美代  公認会計士              

 ※50 音順、肩書は 2011.4 現在 

 

７ アドバイザー 

事業企画を行うにあたり、助言や必要に応じたコーディネートを担うアドバイザーを委嘱した。 

（委嘱期間：２０１１年４月～２０１２年３月） 

 川喜田好恵  日本フェミニストカウンセラー協会代表理事・カウンセラー 

 黒瀬友佳子  帝人クリエイティブスタッフ株式会社 人財部 ダイバーシティ推進室長 

 本多 利子  臨床心理士 

 宮本由起代  特定非営利活動法人心のサポート・ステーション代表理事、大阪心のサポートセンター代表 

ローラ・デールズ  西オーストラリア大学アジア研究学部准教授 

      ※50 音順、肩書は 2011.4 現在 

 

８ 組織体制 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                

                                              ※ＰＳ：パフォーマンススペース 

 

理 事 長 理事 

監事 

総務担当 

役 員 

＜ドーンセンター指定管理者＞ 

ドーン運営共同体 

代表者 

アドバイザー 

会計・施設管理責任者 

兼務 

兼務 

事業担当 

理事兼事務局長 

理事兼統括ディレクター 

ディレクター 

事業担当 

統括ディレクター 

＜イコーラム指定管理担当＞ 

 

受付担当 

警備担当 

受付責任者 

受付チーフ 

受付担当 

ＰＳ担当 

統括ディレクター 

（イコーラム統括責任者） 

受付・施設管理統括責任者 

受付・施設管理チーフ 
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９ 職員数   常勤役員×２名、プロパー職員（常勤役員２名含む）×４名、 

契約職員×２２名（２０名）、非常勤職員×６名（１２名）、期間雇用職員×１名（０名） 

※2011.4 現在。（ ）内は 2012.3.31 現在 

（１）財団事務局 

  事務局長      金光 哲司（運営担当理事） 

  統括ディレクター  木下 みゆき（企画担当理事） 

  統括ディレクター  仁科 あゆ美 

  ディレクター    阿部 茜 

  管理担当チーフ   小村 幹夫（～2011.4.30） 

  事業スタッフ    扇田 敬裕、山名 玲子（～2012.2.29）、近藤 裕子、堀 亜紀子、 

平野 敬子、吉川 真希子、外川 恵、但馬 美果（2011.10.1～） 

石道 尚子 

総務スタッフ    矢島 孝子、 

総務兼事業スタッフ 中野 有希、松﨑 理沙（2011.4.17～） 

 

（２）東大阪市立男女共同参画センター（イコーラム）担当 

統括責任者         小林 洋子 

  受付・施設管理総括責任者  武田 勝行 

受付・施設管理チーフ    栗田 まりこ 

事業総括責任者  多幾山 昭子（～2011.4.30） 

事業スタッフ   大野 かおる（～2012.1.31）、中臣 桂子、森松 明子（2011.8.1～2012.2.29）

受付・事業スタッフ  山名 玲子（2012.3.1～）石川 香緒里（2011.5.11～） 

受付・警備スタッフ  松澤 和彦 

 

（３）ドーン運営共同体担当 

受付責任者   岸部 孝子、棚瀬 美幸 

  受付チーフ   幸野 智彦 

  受付スタッフ  藤原 彩果、石川 敬子、竹林 香織、但馬 美果（～2011.9.30）、 

馬場 恵、香川 倫子、後藤 小寿枝（2012.3.1～） 

  ＰＳスタッフ  河村 都、大西 博樹、田村 憲一（2011.5.28～）、橋本 匡（2012.2.7～）、 

         林 裕介（2012.3.1～）、 

  ※2011.4 現在 

 

 

 



25 

 

§２ 財団の運営 

１ 理事会の開催 

（１）第６２回理事会 

   開催日  平成２３年６月１日（水）１０：００～１２：００ 

   議 題  ①平成２２年度収支補正予算について 

        ②平成２２年度事業報告及び収支決算について 

        ③平成２３年度収支補正予算について 

        ④新法人の評議員の推薦について 

   報 告  ①平成２２年度ドーン利用促進事業共同体収支決算について 

        ③ドーン利用促進事業共同体の最終決算について 

        ③東大阪市立男女共同参画センター（イコーラム）の事業報告について 

        ④ウィメン・パイオニアズのＤＶＤ及びブックレットについて 

         

（２）第６３回理事会（臨時） 

   開催日  平成２３年７月１５日（金）１４：００～１５：４０ 

   議 題  ①新法人の代表理事について 

        ②新法人の定款の変更の案（案）について 

        ③震災被災者支援事業について 

        ④平成２３年度収支補正予算 

   報 告  ①新財団法人移行後の評議員の選任について 

        ②平成２２年度財団自己評価書について 

        ③各年度事業報告等の改善についての考え方 

        ④ウィメン・パイオニアズのＤＶＤ及びブックレットについて 

 

（３）第６４回理事会（臨時） 

   開催日  平成２３年１０月２０日（木）１４：００～１６：００ 

   議 題  ①一般財団法人への移行申請について 

        ②一般財団法人移行後の理事・監事の選任について 

        ③就業規則の改定について 

        ④平成２３年度新規事業及び収支補正予算について 

   報 告  ①平成２４年度事業計画（案）について 

 

（４）第６５回理事会（臨時） 

   開催日  平成２４年１月１３日（金）１０：００～１１：００ 

   議 題  ①一般財団法人移行後の理事・監事の選任について 

        ②内閣府事業受託に伴う平成２３年度収支補正予算について 

   報 告  ①一般財団法人への移行申請について 

        ②一般財団法人移行後の諸規程（案）について 

        ③最近の主催事業について 
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（５）第６６回理事会 

   開催日  平成２４年３月２２日（木）１０：００～１１：５０ 

   議 題  ①平成２３年度収支補正予算について 

②一般財団法人移行の登記申請について 

        ③一般財団法人移行後の諸規程の改正について 

        ④平成２４年度事業計画及び収支予算について 

        ⑤一般財団法人移行後の業務執行理事の選任について 

        ⑥一般財団法人移行後の非常勤理事長及び常勤理事の報酬について 

        ⑦退職積立金の取崩しについて 

   報 告  ①平成２３年度事業報告について 

 

２ 評議員選定委員会の開催 

   開催日  平成２３年７月１日（金）１０：０５～１０：４０ 

   選定委員 木村 涼子、田上 時子、中村 彰、仁科 あゆ美、森 英子 

   議 題  ①議長選出の件 

        ②最初の評議員選出の件 

 

３ プロジェクト２０１１ 

（１）東日本大震災被災者支援の取り組み 

①「東日本大震災女性センターネットワーク募金」に寄附 

   ２０１１年３月１１日の東日本大震災に際して被災者の方々を応援・支援する女性関連施設（女性 

センター、男女共同参画センター等）の事業を支援するための「東日本大震災女性センターネットワ

ーク募金」に３０万円の寄附を行った。 

②「被災地から関西に避難されてきた女性のためのサポート・グループ」の開催 

被災地から関西に避難されている女性が集い、生活の変化に伴うストレス、故郷への思い、家族の

こと、慣れない土地で暮らす中でのさまざまな悩みなどを語り合える場を提供することを目的に、９

月～１２月の日程で開催し、その後翌３月まで延長した。 

参加者の交通費、なごめる場を提供するための軽食とお茶の経費、保育料を財団で負担し、参加者

への経済的負担がかからないよう配慮した。１２月にはクリスマスフリーマーケットを開催し、必要

な日用品を提供した。また、ファシリテーターには、財団アドバイザーやカウンセラーがボランティ

アで担当した。 

③内閣府「東日本大震災被災地における女性の悩み・暴力（集中）相談事業」受託者への応募 

  入札公告期間 平成２３年１２月７日（水）～１２月１９日（月） 

  入札説明会  平成２３年１２月１４日（水） 

  入札・改札  平成２３年１２月２０日（火） 

  結 果    事業受託者として決定 

  契約期間   平成２３年１２月２１日（水）～平成２４年３月３１日（土） 

 ④内閣府「平成２４年度東日本大震災被災地における女性の悩み・暴力相談事業」受託者への応募 

  入札公告期間 平成２４年３月６日（火）～３月１６日（金） 

  入札説明会  平成２４年３月１３日（火） 

  入札・改札  平成２４年３月２１日（水） 
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（７）女子学生向け啓発講座 

「働くことは生きること～なが～い眼で見た私の生き方と仕事～」 

  ①目 的   長引く世界同時不況や東日本をおそった大震災など、今、日本では先の見えない不

安定な状態が続いている。この状況は大学生の就職活動を著しく困難にしており、特

に女子大学生の就職難はより深刻さを増している。このよう

な状況の中、不安と閉塞感を感じている女子大学生が、現状

に焦って進路を決定するのではなく、長期的な視点で自分の

ライフプランを考えられるようにする支援が必要とされてい

る。長期的な視点に立つことで、就職活動への不安を軽減さ

せ、就労への意欲を高めてもらう。 

  ②日 時  平成２４年３月１５日（木）１３：００～１６：４５ 

  ③場 所  ドーンセンターパフォーマンススペース（１Ｆ） 

  ④対 象  女子大学生 

  ⑤参加費  無料 

  ⑥内容・参加実績  定員：５０名、申込者数：３０名、決定者数：２２名 

 日時 テーマ／講師 参加者数 

1 3 月 15 日(木) 【第一部】リレートーク「働くことは生きること」 

・海外で働く／吉原康子（酒井食品株式会社） 

・資格を活かして働く／中川麻由（メディカルソーシャル 

ワーカー、社会福祉士） 

・ＮＰＯで働く／高亜希（ＮＰＯ法人ノーベル代表） 

・好きなことを仕事にする／阿部文子（パティシエ） 

22 名 

【第二部】交流＆質問「先輩たちに聞いてみよう」 

  ⑦協 力  大阪府中小企業家同友会 
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１ 母子家庭のお母さんなどを対象とした職業訓練 

【事業概要】 

（１）目 的   企業で幅広く使用されている、Ｗｏｒｄ、Ｅｘｃｅｌなどの基本を学び、仕事の探

し方や履歴書・職務経歴書の書き方、面接の受け方など、就職活動に役立つ情報やス

キルを提供する。 

（２）場 所  ドーンセンター セミナー室２ 他 

（３）対 象  就職を希望する母子家庭のお母さんなど 

（４）定 員  ２０名（最小催行人数１０名） 

（５）受講料  無料（ただし、テキスト代 3,000 円） 

（６）主 催  大阪府商工労働部雇用推進室人材育成課 

（７）協 力  ハローワーク、マザーズハローワーク、JOB プラザ OSAKA 他 

 

【事業内容・実績】 

（１）母子家庭のお母さんなどを対象とした職業訓練（パソコン実務習得科（２ヶ月）） ５月開講 

  ①期 間   平成２３年５月６日（金）～７月５日（火）９：４５～１６：４５ 

  ②参加実績  定員：２０名、申込者数：１５名、参加者数：１５名（延べ５４０名） 

 

（２）母子家庭のお母さんなどを対象とした職業訓練（パソコン実務習得科（２ヶ月）） ７月開講 

  ①期 間   平成２３年７月１日（金）～８月３１日（水）９：４５～１６：４５ 

  ②参加実績  定員：２０名、申込者数：１２名、参加者数：１２名（延べ４３２名） 

   

（３）母子家庭のお母さんなどを対象とした職業訓練（パソコン実務習得科（２ヶ月）） ９月開講 

  ①期 間   平成２３年９月１日（木）～１１月１日（火）９：４５～１６：４５ 

  ②参加実績  定員：２０名、申込者数：１１名、参加者数：１０名（延べ３６０名） 

 

③内容  ＊５月・７月・９月共通 

パソコン実務 時間 しごと準備 時間 

文書作成ソフト入門 

文書作成ソフト応用 

表計算ソフト入門 

表計算ソフト応用 

ファイル管理ソフト入門 

プレゼンテーションソフト入門 

インターネット入門 

パソコン活用実践 

実践練習 

35h 

20h 

37h 

28h 

3h 

8h 

4h 

15h 

8h 

オリエンテーション、修了式、交流会 4h 

自己紹介、アサーション 6h 

家族・子どもとの関係づくり術 

自分の強みさがし 

8h 

求人状況の現状などについて、         

様々な働き方、働く女性を取り巻く状況 

12h 

先輩の体験談、仕事の探し方、 

キャリアプランの立て方・発表 

16h 

履歴書・職務経歴書の書き方、面接のコツ  12h 

 計 216h 

３ 経済的に困難な女性のための就労支援事業（女性の能力開発・ネットワーク事業） 
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２ 働きづらさに悩む若い女性のためのしごと準備講座 

【事業概要】 

（１）目 的   これまで女性関連施設が十分に対象としてこなかった働きづらさや生きづらさに悩

む若い女性を対象に、全国女性会館協議会の助成により、社会参画や就労に向けて

の意欲獲得につながる講座を開催する。 

（２）共 催  特定非営利活動法人全国女性会館協議会 

（マイクロソフト株式会社「女性のためのＵＰプログラム全国版」による助成） 

 

【事業内容・実績】 

（１）身体表現ワークショップ 

  ①目 的   登場人物の気持ちになってセリフを言うなどの演劇手法を用いて身体を動かしなが

ら頭と心もほぐすことによって、自己表現・プレゼンテーション力を高めることにも

つながる。演劇ワークショップと呼ばれるこの方法によって、人間関係づくりや他者

とのコミュニケーションの苦手意識が社会参画を阻む要因と

なっている若い女性たちが自分の気持ちを相手に届ける方法

を学ぶ。 

②日 時  平成２３年１０月６日（木）・１３日（木） 

１３：３０～１６：００ 

③場 所  イコーラム第１・２研修室 

④対 象  １５歳～３９歳までの子どものいないシングル女性 

⑤参加費  無料 

 ⑥内容・参加実績  定員：２０名、申込者数：８名 

 内容 参加者数 

1 来たれ女子！カラダから学ぶ“わたし＆あなた”の本当の気持ち 

 森川万里（俳優） 

（延）16 名 
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１ ２０１１フェミニストカウンセリング専門講座 

【事業概要】 

（１）目 的   女性を対象とした相談やメンタルヘルス支援に関わる援助職、支援活動をしている

方などを対象に、女性の自立とエンパワメントのための心理的援助を行うために必要

な知識と技術を提供することで、女性の心身の健康と社会への参画に資する。 

         

【事業内容・実績】 

（１）２０１１フェミニストカウンセリング専門講座：理論コース 

  ①目 的   フェミニストカウンセリングの中でも重要なテーマを取り

上げ、女性のおかれている状況やそこからくる心理的問題を

考えるとともに、ジェンダーに敏感な視点がなければ適切に

対応できない、ＤＶ、性暴力・虐待サバイバーへのサポート

のあり方を学ぶ。 

  ②日 時  平成２３年１２月３日（土）～平成２４年１月２８日（土） 

１０：３０～１６：３０ ※４日間・全８回（計２０時間） 

  ③場 所  ドーンセンター大会議室 

  ④対 象  ①女性を対象とした相談事業や、メンタルヘルスに関する事業に関わっている方 

        ②カウンセリングの基礎知識があり、フェミニズムの視点に立った女性への心理的援 

助に関心のある方 

  ⑤参加費  ２０，０００円（各回３，０００円） 

  ⑥内容・参加実績  定員：５０名、申込者数：５３名、決定者数：５２名、参加者数：５２名 

 日時 テーマ／講師 参加者数 

1 12 月 3 日（土） 

 

フェミニストカウンセリングとは  

～女性のエンパワメントのための考え方と技法～ 

川喜田好恵（ドーンセンターカウンセラー） 

36 名 

2 12 月 3 日（土） “女”と“男”だけじゃない～多様な性の理解と支援～ 

川西寿美子（大阪私立学校人権教育研究会） 

36 名 

3 12月17日（土） 変わりゆく“家族”の枠組み～今、家族に何が起きているのか？～ 

加藤伊都子（フェミニストカウンセリング堺カウンセラー） 

         

39 名 

4 12月17日（土） 性暴力・ＤＶ被害者への医療 ~被害者の心身のケアと治療~ 

加藤治子（阪南中央病院、はるウィメンズクリニック産婦人科医師、 

性暴力救援センター・大阪（SACHICO）室長） 

40 名 

5 1 月 14 日（土） 

 

法と司法に潜むジェンダー 

～ハーグ条約から考える法制度の現行と課題～ 

長谷川京子（弁護士） 

42 名 

6 1 月 14 日（土） 

 

トラウマと心のケア 

 ～トラウマを持つ女性や子どもへの臨床的サポート～ 

 亀岡智美（大阪府こころの健康総合センター 精神科医師） 

43 名 

7 1 月 28 日（土） 

 

暴力構造とジェンダー 

川喜田好恵（ドーンセンターカウンセラー） 

42 名 

４ 女性に対する暴力対策等人材養成支援事業  
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8 1 月 28 日（土） 

 

虐待・暴力サバイバー支援のあり方と 

フェミニストカウンセリングの役割 

井上摩耶子（ウィメンズカウンセリング京都代表） 

44 名 

   (延)322 名 

 

 

（２）２０１１フェミニストカウンセリング専門講座：研究コース 

  ①目 的   理論コース修了生を対象に、理論コースで学んだ知識を実際の現場でどう活かすか

を考える。現場での実際のケースに沿いながら、フェミニストカウンセリングでのと

らえ方、アプローチや対応の仕方などについてスーパーバイザーとともに検討し、援

助職としての資質と専門性の向上を図る。（２グループ設定） 

  ②日 時  ２０１２年２月４日（土）～３月２４日（土） 

１０：３０～１６：３０ ※４日間・計２５時間  

  ③会 場  ドーンセンター 中会議室２・３（４Ｆ） 

  ④対 象  ①本講座の理論コースを修了している方（過去５年間） 

        ②相談員・カウンセラー、ケースワーカーなど援助の現場を持っている方 

        ③上記に該当し、原則全回参加できる方 

  ⑤参加費  Ａグループ：２０，０００円、Ｂグループ：１４，０００円 

  ⑥内容・参加実績  定員：各グループ１５名、計３０名 

申込者数：１９名、決定者数：１９名、受講者数：１８名 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 月日 スーパーバイザー 主な対象 

Ａ 2 月 4日（土） 井上摩耶子 

（ウィメンズカウンセリング京都

代表） 

福祉・医療・シェルターなどケースワーク的

関わりを必要とする現場を持つ方対象 2 月 25 日（土） 

3 月 10 日（土） 

Ｂ 3 月 10 日（土） 川喜田好恵 

（ドーンセンターカウンセラー） 

女性センター・行政・教育機関など公的など

の公的な機関で相談の現場を持つ方対象 3 月 24 日（土） 
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２ スーパービジョン講座 

【事業概要】 

（１）目 的   スーパービジョン（super vision）とは、対人援助にたず

さわる者（特に相談援助職）が常に専門家としての資質の向

上をめざすための教育方法である。 

         実際の相談の現場では、さまざまな課題に直面し、「どう対

応したらいいのか」「どのように理解したらいいのか」「自分

の対応はこれでいいのか」・・・と迷いや悩みが生じる。その

ため、臨床に基づいた研修の機会は、よりよい相談を行うた

めにも、また、援助者が燃え尽きることなく、仕事を継続す

るためにも不可欠である。 

        このスーパービジョン講座では、女性を対象とした相談やメンタルヘルス支援にたず

さわる方が、実際に担当したケースを持ち寄り、ケースの捉え方、アプローチや対応の

仕方などについて、経験豊富なスーパーバイザーとともに検討し、援助職としての資質

と専門性の向上を図るとともに、女性の自立とエンパワメントのための心理的援助を行

うために必要な視点や技術を提供することで、女性心身の健康と社会への参画に資する。 

         

【事業内容・実績】 

（１）女性のための相談に関わる相談員・カウンセラーのためのスーパービジョン講座 

＜ＤＶ被害者支援編＞ 

  ①目 的   実際のケースをもとに、暴力被害による心理的影響への理解を深めながら、被害者

の心理的・社会的回復に必要なアプローチや対応の仕方などについて、経験豊富なス

ーパーバイザーとともに検討し、援助職としての資質と専門性の向上を図る。 

  ②日 時  平成２４年１月１８日（水）～２月８日（水） 

  ③場 所  ドーンセンター小会議室５（４Ｆ） 

  ④スーパーバイザー 竹之下雅代（ウィメンズカウンセリング京都カウンセラー） 

  ⑤対 象  ①ＤＶ被害者支援に関わる援助職の方 

        ②相談・カウンセリングの現場にジェンダーの視点を取り入れたい方 

        ③現在担当している事例があり、資料を提出できる方 

  ⑥参加費  ８，０００円 

  ⑦内容・参加実績  定員：９名、申込者数：２名、参加者数：２名、決定者数：２名 

 月日 内容 参加者数 

1 1 月 18 日（水） スーパービジョンについてのガイダンス  2 名 

2 2 月 8 日（水） グループ・スーパービジョン  2 名 

   (延)4 名 
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（２）女性のための相談に関わる相談員・カウンセラーのためのスーパービジョン講座 

  ①目 的   実際に担当したケースを持ち寄り、ケースの捉え方、アプローチや対応の仕方など

について、経験豊富なスーパーバイザーとともに検討し、援助職としての資質と専門

性の向上を図るとともに、女性の自立とエンパワメントのための心理的援助を行うた

めに必要な視点や技術を提供することで、女性心身の健康と社会への参画に資する。  

  ②日 時  平成２４年１月２４日（火）～２月２８日（火） 

  ③場 所  ドーンセンター小会議室６（４Ｆ） 

  ④スーパーバイザー 宮本由起代（特定非営利活動法人心のサポート・ステーション代表理事） 

  ⑤対 象  ①女性を対象とした相談やメンタルヘルス支援に関わる援助職、支援活動をしている 

         方 

        ②相談・カウンセリングの現場にジェンダーの視点を取り入れたい方 

        ③現在担当している事例があり、資料を提出できる方 

  ⑥参加費  １３，０００円 

  ⑦内容・参加実績  定員：９名、申込者数：５名、参加者数：５名、決定者数：５名 

 月日 内容 参加者数 

1 1 月 24 日（火） スーパービジョンについてのガイダンス  5 名 

2 2 月 21 日（火） グループ・スーパービジョン①  5 名 

3 2 月 28 日（火） グループ・スーパービジョン②  5 名 

   (延)15 名 
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３ 内閣府・ＮＷＥＣ共催事業 

「配偶者からの暴力被害者支援のための官官・官民連携促進ワークショップ」 

 

【事業概要】 

（１）目 的   中部・近畿・四国の配偶者暴力相談支援センターや男女共同参画センター等で相談

を行う職員を対象に、配偶者からの暴力に関するさまざまな事象への的確な対応や配

慮事項についての専門的・実践的な研修を行う。 

（２）日 時  平成２３年１１月１日（火）～１１月２日（水） 

（３）場 所  ドーンセンターパフォーマンススペース、特別会議室、大会議室 

（４）対 象  都道府県及び市区町村の配偶者暴力相談支援センター（婦人相談所を兼ねる配偶者暴

力相談支援センターも含む）又は男女共同参画センター等において、相談員等として

の経験年数が概ね２年以上の者（地方公共団体における関連施設担当者、民間団体に

おける相談員等も参加可）、１００名 

（５）参加費  無料 

（６）主 催  内閣府／独立行政法人国立女性教育会館 

 

【事業内容・実績】 

（１）「配偶者からの暴力被害者支援のための官官・官民連携促進ワークショップ」 

①内容・参加実績  定員：１００名、申込者数：１５５名、参加者数：１００名  

 月 日 内容 

1 11 月 1 日（火） 講義「配偶者等からの暴力の被害者支援の現状と方向性」 

 内閣府男女共同参画局 

講義「配偶者からの暴力の相談の受け方：相談員のメンタルヘルス」 

 石井 朝子（医療法人社団慶神会武田病院顧問、心理学博士） 

ワークショップⅠ「スーパービジョンを体験する」 

 池田ひかり（明治学院大学ハラスメント相談支援センター、女性センター相談員） 

 井上摩耶子（ウィメンズカウンセリング京都代表） 

 原田惠理子（名古屋市子ども青少年局子ども育成部主幹） 

 平川 和子（東京フェミニストセラピィセンター所長） 

2 11 月 2 日（水） 講義「加害者への対応」 

 原田惠理子（名古屋市子ども青少年局子ども育成部主幹） 

講義「配偶者からの暴力の実態と支援に役立つ法知識」 

 番 敦子（日弁連犯罪被害者支援委員会副委員長、弁護士） 

ワークショップⅡ「困難な問題を抱えた当事者への支援を考える」 

 Ａ「重複被害を受けた被害者への支援と留意点」 

  景山ゆみ子（名古屋市男女平等参画推進室主幹） 

 Ｂ「子どもを連れた被害者への支援と留意点」 

  柿田多佳子（長崎県長崎こども・女性・障害者支援センター、 

                   こども・女性支援部女性支援課長） 

 Ｃ「被災地における女性への支援と留意点」 

  田端八重子（もりおか女性センターセンター長） 
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１ ドーン・シネマクラブ ＆ イコーラム・シネマクラブ 

【事業概要】 

（１）目 的   女性の視点、オルタナティブな視点によって作られた作品等の上映を通して、映像

文化の発展をめざす。 

（２）日 時  平成２３年５月～平成２４年２月 

（３）場 所  ドーンセンター視聴覚スタジオ（５Ｆ）、イコーラムホール 

 

【事業内容・実績】 

 日時 上映作品等 参加者数 

第 

41 

回 

5 月 20 日（金） 

・21 日（土） 

映画鑑賞＆トーク『葦牙（あしかび）～子どもが拓く未来～』 

＜2009 年/日本/113 分/監督：小池征人＞ 

1990 年頃から顕著になってきた児童虐待は年々拡大し、かろうじて救 

われ、施設に保護されている子どもの数は 4万人に及びます。本作品は、 

岩手県盛岡市の児童養護施設「みちのくみどり学園」で職員たちの暖か 

なまなざしを受けながら、育っていく子どもたちを通して、社会的養護 

の現状を描き出します。 

スピーカー 萬田久美子（大阪府立芦間高等学校教諭） 

田上時子（NPO 法人女性と子どものエンパワメント関西理事長） 

（延）81 名 

第 

42 

回 

7 月 18 日（月） 

 

第１回イコーラム・シネマ ～「衣」と「食」を考える～ 

『未来の食卓』＜2008 年／フランス／112 分／監督：ジャン＝ポール・

ジョー／プロデューサー：ベアトリス・カムラ・ジョー＞ 

フランス南部のガール県バルジャック村で、小学校の給食をぜんぶオ

ーガニック（有機農法）にするという前例のない試みに挑戦した村の１

年間を追ったドキュメンタリー。 

『Fashion Resistance～暴力を着る～』＜2006 年／アメリカ／10 分／

監督・製作・著作：Women of Color Resource Center＞ 

今や主流となったミリタリーファッション。子どもたちは軍事的な玩

具で遊び続け、軍事的な外交方針を疑問視している人でさえ迷彩柄に身

を包んでいる現実がある。私たちが普段無意識にしていることは、実は

社会に大きな影響を与えているのかもしれない。 

17 名 

第 

43 

回 

10 月 28 日(金） 

・29 日（土） 

山形国際ドキュメンタリー映画祭２０１１ 

女性作品コレクションＰａｒｔ１ 

『三人の女性の自画像』＜2010 年/中国/75 分/監督：梦奇（ジャン・モ

ンチー）＞ 

一緒に暮らす母と祖母に反発しながらも、対話を試みる監督。男探し

か、真実の愛探しか、大学を卒業したばかりの 23 歳が、失恋をバネに、

身体を使って思い切りシャウトする。 

『遊牧民の家』＜2010 年/エジプト、ドイツ、アラブ首長国連邦、クウ

ェート/61 分/監督：イマン・カメル＞ 

（延）14 名 

５ 文化表現事業  
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シナイ半島への荒涼とした砂漠で生きる女性企業家セレマと出会う

辺境への旅のドキュメンタリー。 

第 

44 

回 

12 月 4 日（日） 

 

第２回イコーラム・シネマ 

『女性監督にカンパイ！』＜監督：山崎博子／日本／2007 年／87 分＞ 

世界の著名な１２人の女性監督＆プロデューサーが映画づくりと生

き方の真髄を語るトークドキュメンタリー 

『The Pot 壺～イスラム社会を生きる女たち～』 

＜監督：ディヤーナ・エル＝ジェルーディ／シリア／2005 年／12 分＞ 

8 名 

第 

45 

回 

2 月 3 日（金） 

・4日（土） 

山形国際ドキュメンタリー映画祭２０１１ 

女性監督コレクションＰａｒt２ 

『柔らかな河、鉄の橋』＜2011 年/ベトナム

/45 分/監督：チャン・タイン・ヒエン、フ

ァム・トゥー・ハン、ドー・ヴァン・アン、

チャン・ティ・アイン・フゥン＞  

＊アジア千波万波特別賞受賞 

ハノイの鉄橋とその周辺で、4人の監督そ

れぞれが遭遇した人間模様。路上で野菜を

売る女性、水浴びをする男たち、たむろする少年少女、カップルたち・・・

庶民の生活が生き生きと描かれる。 

『わたしの町』＜2011 年/インド/67 分/監督：サミーラー・ジャイン＞ 

 デリーの路上で交錯するジェンダー化された視線をカメラ・アイに

し、男たちの視線にさらされる女性運転手の日常をスケッチする。監督

自身の町でもある大都市を舞台に、この町に住まう女の実経験を映像で

みせる。 

(延)44 名 
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２ 第１7回女性芸術劇場 

【事業概要】 

（１）目 的   女性による文化・表現活動を支援するとともに、女性に対する固定的なイメージや

社会意識の変革をめざす舞台芸術作品の公演を行う。 

 

【事業内容・実績】 

（１）第１７回女性芸術劇場 出演者オーディション 

①目 的   大阪が生んだ日本の女性写真家のパイオニア・山沢栄子に焦点を当てた評伝劇を制

作するにあたり、関西舞台芸術界の精鋭を結集するとともに舞台創りに参加してくれ

る俳優を広く募集する。 

  ②日 時  平成２３年１０月２６日（水） 

  ③場 所  ドーンセンター視聴覚スタジオ（５Ｆ） 

  ④応募資格 関西を中心に活動されている１８歳以上の男女俳優（若干名） 

  ⑤内容・参加実績  定員： 若干名、応募者数： 32 名、決定者数： ７名 

 日時 内容 合格者数 

1 10 月 18 日（火） １次審査 書類選考 32 名 

2 10 月 26 日（水） ２次審査 １時審査合格者のみ受験 7 名 

 

（２）第１７回女性芸術劇場「光をあつめて」 

①目 的   大大阪時代を舞台に活躍した日本の女性写真家のパイオニ

ア・山沢栄子の軌跡を現代に蘇らせ、生涯にわたって挑み続け

た姿を描く。また、地域のさまざまな人材・社会資源と連携し、

府民に広く演劇鑑賞の機会を提供することを目指す。 

  ②日 時  平成２４年３月２３日（金）～２５日（日） 

  ③場 所  ドーンセンターホール（７Ｆ） 

  ④参加費  前売券 3,000 円 

（ペア割２枚 5,000 円、団体割５枚 12,000 円） 

当日券 3,500 円 

  ⑤内容・参加実績  定員：８００名、チケット販売数：５６４名、来場者数：６４８名 

 日時 テーマ／講師 来場者数 

1 3 月 23 日（金） 

24 日（土） 

25 日（日） 

演劇公演「光をあつめて」 

 大正時代末期。絵画の勉強のため単身渡米留学した日下部祥子。 

 しかし、彼女がアメリカで出会ったのは＜写真＞だった。帰国後、

祥子は大阪でスタジオを開き、「人間の内面を写し取る」写真を次々

と発表。成功をおさめる。が、晩年事故によりカメラを持つことを

断念する日が訪れるのだった。 

 大正－昭和－平成と、旺盛な探究心で写真に人生をささげた姿を

愛用のカメラ・グラフレックスが語る一代記。 

演出：深津篤史（桃園会主宰・劇作家・演出家） 

脚本：高橋 恵（虚空旅団主宰・劇作家・演出家） 

4 公演 

648 名 
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ゲスト出演： 

玉岡かおる（作家） 

 大崎喜子（元オリンピック水泳日本代表、国際水泳殿堂入り） 

 白井文（元尼崎市長、現グンゼ株式会社取締役） 

 竹中恵美子（経済学者、大阪市立大学名誉教授） 

 

 

（３）山沢栄子ポスター展 

①目 的   山沢栄子が晩年期に制作した抽象写真をポスター化した１

８作品の展覧会。新しい時代を切り拓いた山沢の創造的な感

性・表現を現代に問い直す機会を提供する。 

  ②日 時  平成２４年２月８日（水）～３月２７日（火） 

  ③場 所  ドーンセンターロビー（１Ｆ） 

  ④参加費  無料 

 

 

 

 

（４）写真ワークショップ「構成写真を撮ろう！」 

①目 的   山沢栄子が晩年期に制作した抽象写真という方法を体験す

ることを通して、山沢栄子を知る機会とする。 

  ②日 時  平成２４年３月３日（土）１４：００～１６：００ 

  ③場 所  ドーンセンター多目的ルーム（地下１Ｆ） 

  ④参加費  １，０００円 

  ⑤内容・参加実績  定員：３０名、応募者数：２４名 

 日時 テーマ／講師 参加者数 

1 3 月 3 日（土） 写真を楽しむワークショップ「構成写真を撮ろう！」 

 垣本泰美（写真家） 

20 名 
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３ 表現ワークショップ 

【事業概要】 

（１）目 的   演劇の手法により身体や声をつかって表現することでエンパワメントするワークシ 

        ョップを開催する。 

（２）協 力  ＮＰＯ法人大阪現代舞台芸術協会 

 

【事業内容・実績】 

（１）朗読ワークショップ「金子みすゞを詠む」 

  ①目 的   金子みすゞの詩の朗読を通して、仲間とつながり、創造し、表現することでエンパ

ワメントするワークショップ。 

  ②日 時  平成２４年１月１５日（日）～２月１８日（土） 全６回 

  ③場 所  イコーラム第１・２研修室、ホール 

  ④講 師  棚瀬美幸（劇作家・演出家・南船北馬代表） 

  ⑤対 象  小学生以上でテーマに興味のある方 

（ただし小学生は親子参加が必須） 

  ⑥参加費  １回 1,000 円・小学生 500 円 

６回通し 5,000 円・小学生 2,500 円 

  ⑦内容・参加実績  定員：３０名、申込者数：１９名 

 月日 内容 参加者数 

1 1 月 15 日（日） 

・29 日（日）、 

2 月 5 日（日） 

10:00～12:00 

Ａ．自分を動かす・遊ぶ・表現する 

自分の想いや考えを自由に表現して自己表現の楽しさを知り、互い

の違いを認めあう。 

 各 36 名 

2 2 月 12 日（日） 

10:00～12:00 

2 月 18 日（土） 

10:00～12:00 

13:00～15:00 

Ｂ．金子みすゞを詠む 

朗読をとおして表現力を身につけ、参加者同士で協力し作品をつく

りあげることでエンパワメントする。 

各 24 名 

   （延）60 名 
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１ 海外スタディツアー 

【事業概要】 

（１）目 的   海外の女性に関するさまざまな機関等を訪問し、先進的な政策や関連の各種事業、

支援体制、活動等の実例を見て、学ぶことで、日本の実情に合わせた男女共同参画の

取り組みについて考える機会をもつ。また海外の女性リーダーや団体・ＮＧＯ等との

交流を促進するとともに、ツアー参加者同士のネットワークを図る。 

         

【事業内容・実績】 

（１）スタディツアー韓国編 

「女性のエンパワメントのためのプサン＆ソウルへの旅」 

  ①目 的   韓国・プサンとソウルの女性の地位向上に取り組む機関や

ＮＧＯ等を訪問し、女性政策、ＤＶ等の被害者支援体制につ

いて学ぶとともに韓国の女性団体等との交流を図る。聖公会

大学と大阪府立大学女性学研究センターとの日韓共同ワーク

ショップでは、女性ＮＧＯの活動等について情報交換を行う。

またツアー参加を通じて参加者間のネットワークを図る。 

        ツアーの企画は（財）アジア・太平洋人権情報センターと共同で行う。 

②日 時  平成２３年８月２４日（水）～２８日(日) 

③参加費  １人あたり１２０，０００円＋（燃油サーチャージ、空港税等約１万円） 

④内容・参加実績  定員：２０名、申込者数：２０名、参加者数：２０名 

 月 日 内容（スケジュール／主な訪問先） 

1 8 月 24 日（水） 午前：関西空港発 

午後：プサン着 

プサンヘバラキ女性・児童センター見学 

国とプサン市、警察、大学病院との連携で運営されるＤＶや性被害にあった女性が

医療的・心理的に治療を受けることができるワンストップセンター  ＜プサン泊＞ 

2 8 月 25 日（木） 午前：社会福祉法人セギル共同体見学 

ＤＶ被害者のためのシェルター、緊急一時保護、短期・長期滞在、グループホーム

等の施設機能を持つ。 

午後：プサン女性の電話見学とスタッフとの交流 

ＤＶや性被害などあらゆる暴力から２４時間体制で女性を保護、アジアからの移民

など多文化家族の支援も行う。 

プサン市内見学                                                ＜プサン泊＞ 

3 8 月 26 日（金） 午前：韓国高速鉄道ＫＴＸでソウルに移動 

午後：ソウル女性プラザ（ソウル女性家族財団）見学 

女幸プロジェクト、女性起業家支援事業等の事業報告              ＜ソウル泊＞ 

4 8 月 27 日（土）  午前：ワークショップ「韓国と日本における草の根の女性運動の現状と課題」（共催：

聖公会大学ＮＧＯ大学院実践女性学コースと大阪府立大学女性学研究センター） 

韓国・テジョンセンターの挑戦と開発 

   ・障害をもつ女性のための性暴力相談 

６ 国際交流事業 
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   ・インターネットを活用した女性運動 

 日本・大阪の女性運動とドーンセンター（仁科あゆ美 大阪府男女共同参画推進

財団統括ディレクター） 

   ・日本の性暴力被害電話相談とその課題（伊藤良子 大阪府立大学大学院博

士後期課程） 

   ・女性の運動をつなぐネットワークの構築と運営～ウィメンズ・アクション・

ネットワークから～（伊田久美子 大阪府立大学教授） 

午後：聖公会大学ＮＧＯ大学院実践女性学コースの学生と交流       ＜ソウル泊＞ 

5 8 月 28 日（日） 午前：自由時間 

午後：ソウル発 関西空港着 

   旅行手配：株式会社トラベルギャラリー 

後援：大阪府立大学女性学研究センター 

 

（２）韓国スタディツアー・公開学習会 

  ①目 的   スタディツアー参加者の事前学習として、朝鮮王朝時代から現代に至るまでの流れ

を大きく理解し、１９８０年代以降の韓国民主化の中での女性に関わる法や制度の整

備と女性運動の関係について、韓国ドラマの紹介を交えて学ぶ。 

②日 時  平成２３年７月２８日（木） 

  ③場 所  ドーンセンター大会議室２（５Ｆ） 

  ④参加費  ５００円 

⑤内容・参加実績  定員：３０名、申込者数：３５名、参加者数：３０名  

 月 日 内容 

1 7 月 28 日（木） 

18:30～20:00 

現代韓国社会と女性たち～女性パワーの歴史をたどる～ 

 山下英愛（やました よんえ） 立命館大学非常勤講師 

 

（３）韓国スタディツアー・公開学習会② 

  ①目 的   スタディツアー参加者が韓国の女性についてより深く理解

するために、１９９８年金大中政権以降の女性の状況について、

韓国ドラマを交えて学ぶ。 

②日 時  平成２３年１０月２１日（金） 

  ③場 所  ドーンセンターセミナー室１（５Ｆ） 

  ④参加費  ５００円 

⑤内容・参加実績  定員：３０名、申込者数：２０名、参加者数：２０名  

 月 日 内容 

1 10 月 21 日（金） 

18:30～20:30 

時代を変えた女性たち～１９９０年から今日までの韓国で～ 

 山下英愛（やました よんえ） 立命館大学非常勤講師 

 

（４）韓国スタディツアー・ブログ 

「女性のエンパワメントのためのプサン＆ソウルへの旅」は財団ブログでも公開。 
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２ 関西アメリカン・センター共催事業 

講演会「アメリカの女性起業家に学ぶ」 

 

【事業概要】 

（１）目 的   全米女性史月間に因み、アメリカの女性起業家によるユニークなビジネスモデルを

紹介する中で、ビジネス成功の秘訣を検証する。 

 

【事業内容・実績】 

（１）「アメリカの女性起業家に学ぶ～成功するビジネスモデルの作り方～」 

①目 的   講師には、6 万 5 千人のビジネスウーマンが参加する団体、Women’s Leadership 

Exchange の共同創設者であり、総合マーケティング会社の設

立者としてリーダーシップを発揮、ビジネス開発の専門家と

して 25 年間にわたり経営者、起業家、学生の成功をサポート

してきたレスリー・グロスマンさんをお招きし、革新的なア

イデアの生み出し方から、起業のノウハウを学ぶ。 

②日 時  平成２４年３月１３日（火） 

  ③場 所  ドーンセンターセミナー室１（５Ｆ） 

  ④対 象  テーマに興味のある方 

  ⑤参加費  無料 

⑥内容・参加実績  定員：５０名、申込者数：３０名、参加者数：２６名  

 月 日 内容 参加者数 

1 3 月 13 日（火） 

14:00～16:00 

「アメリカの女性起業家に学ぶ 

～成功するビジネスモデルの作り方～」 

講師 レスリー・グロスマン 

（レスリー・グロスマン・リーダーシップ社長、 

Women’s Leadership Exchange 共同創設者） 

聞き手 石野伸子（産経新聞編集局編集委員） 

26 名 
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１ 不妊専門相談センター事業 

【事業概要】 

（１）目 的   不妊に悩む人々の身体的・精神的負担の軽減と、出産を望む人々への支援を図ると

ともに、リプロダクティブ・ヘルス／ライツの観点から女性の心身の健康促進に資す

る。 

（２）場 所  ドーンセンター相談室・会議室 

 

【事業内容・実績】 

（１）不妊にまつわる電話相談 

①目 的   不妊にまつわるさまざまな相談（治療について知りたい、パートナーや家族との関

係を相談したい等）を専門の相談員が受けるとともに、必要な情報提供を行う。 

②日 時  毎週水曜日 １０：００～１６：００ ※第５週、祝日・年末年始を除く 

第４土曜日 １３：００～１６：００ ※４月、８月、１２月を除く 

  ③相談員  助産師（第４土曜日の１３：００～１５：００は、原則として産婦人科医師も同席） 

④相談件数  

＜月別主訴件数＞ 

項目／月 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 合計 
 

情報提供 7 3 5 8 5 5 5 2 3 6 1 7 57 23.2% 

不妊への不安・検査や治療を受けたほうがよいか 1 1 3 4 1 4 1 0 1 2 2 2 22 8.9% 

今の治療の内容と妊娠の可能性 4 4 7 1 3 4 2 2 5 3 2 0 37 15.0% 

他の治療内容・方法など 1 0 0 1 0 1 0 0 1 0 0 0 4 1.6% 

二人目不妊 2 2 3 6 0 6 4 3 1 1 2 1 31 12.6% 

医療機関に対する不満 1 0 0 0 1 0 1 1 1 1 2 1 9 3.7% 

パートナーとの関係 1 1 0 1 0 2 0 1 0 4 0 2 12 4.9% 

周囲の人間関係 0 0 1 1 0 0 0 2 0 0 1 1 6 2.4% 

自分自身のこと 0 1 0 1 2 0 1 1 0 1 0 3 10 4.1% 

子どものいない人生 0 0 1 0 0 1 0 0 1 0 1 0 4 1.6% 

仕事との両立 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0.0% 

その他 2 3 2 3 4 6 6 3 4 8 6 7 54 22.0% 

合    計 19 15 22 26 16 29 20 15 17 26 17 24 246 100.0% 

 

＜留守電件数＞ 

月 4 月 5 月 6 月 7 月 8 月 9 月 10 月 11 月 12 月 1 月 2 月 3 月 合計 

Ｈ22 年度 17 20 8 26 7 24 3 9 17 9 13 18 171 

Ｈ23 年度 14 21 9  17  10  9 31  15  5  15  16  12  146 

 

 

７ 女性の健康支援事業  
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（２）サポート・グループ「パートナー関係のこと、話し合ってみませんか」 

①目 的   不妊にまつわる悩みを抱えた女性が、経験や悩みを分かち合

える場を提供する。同じ立場の人同士が交流することを通して

自身の状況を整理し、心理的負担の軽減を図る。 

②日 程  平成２３年９月７日（水）～１２月１４日（水） 

③場 所  ドーンセンター 和室（４Ｆ） 

④ファシリテーター  内田和枝（助産師、不妊カウンセラー） 

  ⑤内容・参加者数   定員：１５名、申込者数：５名、参加者数：４名 

 月 日 テーマ 参加者数 

1 9 月 7 日（水） グループの説明・ルール確認／自己紹介・参加動機／パートナー関係で

名悩んでいること 

2 名 

2 10 月 5 日（水） 参加者なし 0 名 

3 10 月 19 日（水） 治療経過（自己注射）／治療の男女差、考え方の違い／セックスレスに

ついて、夫婦間の思いについて 

1 名 

4 10 月 26 日（水） 治療の経過と状況／治療に対するパートナーの気持ちについて 1 名 

5 11 月 2 日（水） 自己紹介・参加動機／今の悩みについて  1 名 

6 11 月 16 日（水） 参加者なし 0 名 

7 11 月 30 日（水） 参加者なし 0 名 

8 12 月 14 日（水） 治療経過／グループによるサポートのこと 1 名 

   (延)6 名 

 

（３）サポート・グループ 

「子どものいない人生のこと、話し合ってみませんか」 

①目 的   不妊にまつわる悩みを抱えた女性が、経験や悩みを分かち合

える場を提供する。同じ立場の人同士が交流することを通して

自身の状況を整理し、心理的負担の軽減を図る。 

②日 程  平成２４年１月２１日（土）～３月１７日（土） 

③場 所  ドーンセンター 和室（４Ｆ） 

④ファシリテーター  金美江（助産師）、矢野惠子（助産師） 

⑤内容・参加者数  定員：１５名、申込者数：２１名、参加者数：１４名 

 月 日 テーマ 参加者数 

1 1 月 21 日（土） 自己紹介、共有したいテーマについての話し合い 13 名 

2 2 月 4 日（土） 夫婦関係、夫婦の価値観のおりあいのつけ方 10 名 

3 2 月 18 日（土） 周囲へのカミングアウト、親戚・親との関係と夫の態度 8 名 

4 2 月 25 日（土） リラクゼーション・ボディワーク（体への意識を高める） 8 名 

5 3 月 3 日（土） 「今とこれから」について、コラージュ作成（自分の感情の表現） 10 名 

6 3 月 10 日（土） 治療のやめどきについて／幸せに生きたい、そこまでのプロセス 5 名 

7 3 月 17 日（土） 子どものいない人生のこと／感想を一言ずつ 10 名 

   (延)64 名 
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（４）ホームページ（http://www.ogef.jp/funin-osaka）の管理・運営 

①目 的   インターネットを活用して、不妊に悩む人々に役立つ情報を発信するとともに、不

妊専門相談センター事業を広くＰＲする。 

  ②アクセス数 

月 4 月 5 月 6 月 7 月 8 月 9 月 10 月 11 月 12 月 1 月 2 月 3 月 合計 

Ｈ23 年度 634 648 935 773 673 845 641 745 741 759 793 805 8,992 

Ｈ22 年度 1,100 1,126 1,251 1,287 1,224 1,268 1,530 1,015 809 761 733 868 12,972 

 

（５）不妊関連情報フェアの開催 

①目 的   不妊に悩む人々に役立つ情報を提供するため、不妊関連事業の開催にあわせて、各

種資料を選定・収集し、関連情報コーナーを設置。 

②日 時  平成２３年６月～平成２４年３月 

③その他  展示資料リストを作成・印刷し、無料配布した。 

   テーマ 展示資料数 リスト作成数 

1 不妊のこと、話し合ってみませんか 130 300 

2 パートナー関係のこと、話しあってみませんか 52 300 

 

（６）関係者の研修・連絡会議の開催「ファシリテーション・スキル育成研修」 

  ①目 的   不妊専門相談センター事業の円滑な運営のための研修・情報交換を行なうとともに、 

課題やニーズを共有し、プログラムに反映させる。 

        今年度は、平成２１年度より実施しているサポート・グループを運営するファシリテ

ーターが、これまでのグループ運営についてふり返り、経験や成果・課題等を共有する

とともに、経験豊富なスーパーバイザーのもとで「グループでの対人援助スキル」「自

己覚知と自己表現」「女性のエンパワメントのための関わり」などのファシリテーター

スキルを学ぶことを通じて、不妊に悩む方々のためのより効果的なグループ運営につい

て考える研修を実施した。 

  ②日 時  平成２３年８月２７日（土） １０：００～１６：００ 

  ③場 所  ドーンセンター特別会議室（５Ｆ） 

  ④対 象  これまでに不妊専門相談センターのサポート・グループでファシリテーターを担当し

た方、またはこれから担当したいと考えている方。 

⑤内容・参加者数  定員：１０名、申込者数：９名、参加者数：９名 

 月 日 テーマ 参加者数 

1 8 月 27 日（土） 「不妊」や「子どものいない人生」をテーマにしたグループ運営のための 

ファシリテーション・スキル育成研修 

 スーパーバイザー 加藤伊都子（フェミニストカウンセリング堺カウン

セラー） 

【講義・ディスカッション】 

・サポート・グループとは／ファシリテートとは 

・基本的な進め方（第１回、２回目以降、最終回） 

・グループの動かし方／ファシリテーターに必要な対人スキル 

9 名 

 




